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山梨県環境科学研究所年報の発刊に当たって

本研究所が平成9年4月 に富士北麓の地に発足 して以来 王年余が経過いた しま した。

その間、新組織 としての様々な課題に直面 しましたが、 自然 と人 とが調和 した地域の

実現に向 け、国際的な貢献 も視野に入れた地域環境研究 を進 める とともに、県民の環境

学 習や環境保全活動 を支援する とい う本研究所に課せ られた役割 を果たすべ く、所員全

員が精力的に努めてまい りました。

研究分野にお きましては、 「自然環境研究部」、 「環境健康研究部」及 び 「地域環境政策

研究部」の3部18名 の研究者が、国内外の研究機関 と連携 しなが ら中長期的 に取 り組 む

「プロジ ェク ト研究」、各専門分野において取 り組む基礎的な研究であ る 「基盤研究」並

びに緊急の行政課題 に対応 するために実施す る 「特定研究」 な ど所期の 目標 に向けて研

究 を進 め、その成果が着実に生み出 されつつあ ります。

また、環境教育部門では、1年 間で約35,000人 の来館者 を受入れ、環境問題 を地球規

模 で考え、身近 なこ とか ら実践す ることの大切さを学習で きるよう、 「環境教室」や 「こ

ども環境講座」、 「身近 な環境調査」 など、広範多岐 にわたる環境教育事業を展開 して ま

い りました。

環境情報センターでは、環境に関する情報の収集 ・提供 を行 う中核 的施設 として、図

書 ・ビデオ等の充実、各種 コン ピュータネ ットワー クの整備等 を行 うとともに 「ニ ュー

ズ レター」の発刊な ど、研究所の動 きをお知 らせ する広報活動 にも力 を注 ぎました。

さらに、交流事業 として、全国の自治体関係者を募 って地域環境研究 の在 り方につい

て検討 した 「地域環境研究 自治体シ ンポジウム」の他 「関東甲信越ニホンザルフォーラ

ム」な ど研究者が広 く交流する機会や場の提供 も行い ました。

本年報 は、 このように 「研究」、「教育」、 「情報」、 「交流」の四つの機能が連携 しなが

ら1年 間活動 してきた記録 として皆様 に御高覧いただ くために作成 した ものです。

本研究所は、ようや くその一歩を踏み出 したばか りです。この1年 間の経験 を踏 まえ、

今後の本研究所の さらな る飛躍 に向けて よ り一層努力す る所存ですが、皆様 からの声 こ

そが最大の励みであると考えてお ります。

皆様の忌揮のない御批判御叱責 を頂戴できれば幸いに存 じます。

平成10年9月

山梨県環境科学研究所

所 長 入來 正躬
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1 研究所の概況

1-1目 的

自然は、私たちの生活や行動 によって汚れた空

気 や水 をきれいに した り、気候 を緩和す るととも

に、私 たちの心 にうるおいややす らぎを与 えて く

れる。

今 日の環境問題 を解決 し、快適 な生活をお くる

ためには、 こうした自然の恵みを十分 に受 けるこ

とがで きる地域づ くりを進める とともに、私たち

白身、環境 に負荷 をかけない生活に心が け、 自然

と人 との生活 とが調和 した県土 を築 いてい くこと

が不可欠であ る、

環境科学研究所 は、本県の将来を見据 え、予見

的 ・予防的な視点 に立った環境行政 の展開 を支援

す ることを基本姿勢 として、「研究」、「教育」、 「情

報」、 「交流」の各機能を通 じて、 こうした県土の

実現 を支援す る。

環境への関心 を高 め、 日々の生活が環境 に配慮 し

たもの となるよう支援する。

情報

環境 に関 する情報 を幅広 く収集 し、わか りや す

く提供す ることに よ り、県民の環境学習や環境保

全活動、快適環境づ くりに向けた施策や研究所業

務の効率的推進を支援する。

交流

県民や国内外の研究者 が、環境 をテーマ として

交流 する場 や機会 を提供 する ことによ り、環境保

全活動や研究活動 の活発 な展開やネ ッ トワークの

拡大 を支援する。

1-3組 織

健康で

安全、快適な 一一→ 自然と人との共生

山　 ↓

●自然と人の生活とが調和した地域の実現の支擾

●環境に配慮した日常生活の実践や環境保全活動の支援

1-2機 能

研究

山梨の将来 を見据 え、 「自然 と人 との共生」 を

テーマ とした研究 を進めることによ り、地域の 自

然 と人 の生活 とが調和 し、 自然が持 っ浄化能力が

十分発揮できる地域 づ くりを支援する。

教育

子供 か ら大人 まで、幅広い県民 に環境学習の場

や機会を提供 す ることにより、県民一人 ひ とりが

所 長

副所長.客 員研究員

総

務

課

自

然

環

境

研

究

部

環

境

健

康

研

究

部
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究
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当訂

人
類
生
態
学
研
究
室

生
気
象
学
研
究
室

環
境
生
理
学
研
究
室

環
境
生
化
学
研
究
室

動
物
生
態
学
研
究
室

植
物
生
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研
究
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会員委理倫「

・動物倫理委員会

・動物運営委員会

・中央機盤運営委員会

・広報委員会

緑
地
計
画
学
研
究
室

環
境
計
画
学
研
究
室
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研究所構成員

所 長

入來 正躬

副所長

久保田 尭

客員研究員

金子 一郎

(東京成徳大学人文学部客員教授)

鈴木 継美

(前環境庁国立環境研究所所長)

武内 和彦

(東京大学大学院農学生命科学研究科教授)

総務課

課 長 末木 健司

総務担当

副 主 査 市川 満

主 事 萱沼 尚貴

主任技術員 原 哲夫

環境教育

副 主 査 吉澤 晃

主 任 小林 隆英

非常勤嘱託 小松 進

非常勤嘱託 橘田 力

環境情報センター

主 任 三澤麻須美

主 任 井上 雅子

研 究 員 杉田 幹夫(兼)

研 究 員 池口 仁(兼)

臨時職員

熊谷 友美

横瀬 容子

自然環境研究部

地球科学研究室

主任研究員 輿水 達司

研 究 員 柴田 知之

植物生態学研究室

研 究 員 鞠子 茂

研 究 員 中野 隆志

動物生態学研究室

研 究 員 北原 正彦

非常勤嘱託 今木 洋大

環境生化学研究室

主幹研究員 瀬子 義幸

z

研 究 員

臨時職貝

環境健康研究部

環境生理学研究室

研究管理幹

非常勤嘱託

生気象学研究室

研究管理幹

技 師

人類生態学研究室

主幹研究員

技 師

臨時職員

長谷川達也

門西 恵

安部 良子

保坂 仁美

永井 正則

臼井 信男

柴田 政章

宇野 忠

本郷 哲郎

小笠原 輝

佐藤 昭子

梶原 映美

佐藤 香織

地域環境政策研究部

環境計画学研究室

特別研究員 宮崎

研 究 員 杉田

緑地計画学研究室

研 究 員 池口

非常勤嘱託 藤咲

臨時職員

内田

国

夫

仁

明

香

忠

幹

雅

美



委員会委員

倫理委員会

委員長 入來 正躬

委 員 久保田 発

柴田 政章

宮崎 忠国

動物倫理委員会

委員長 入來 正躬

委 員 久保田 発

輿水 達司

永井 正則

杉田 幹夫

動物運営委員会

委員長 永井 正則

委 員 萱沼 尚貴

今木 洋大

瀬子 義幸

宇野 忠

中央機器運営委員会

委員長 瀬子 義幸

委 員 柴田 知之

本郷 哲郎

小笠原 輝

藤咲 雅明

広報委員会

委員長 宮崎 忠国

委 員 末木 健司

市川 満

吉澤 晃

井上 雅子

鞠子 茂

臼井 信男

池口 仁

1-4沿 革

平成3年11月

平成4年11月

5年2月

3月

7年11月

9年4月1日

30日

1-5予 算

平成9年 度当初予算

「環境科学研究所検討委員

会」の設置
「環境科学研究機関設置準

備室」を環境局内に設置
「環境科学研究所顧問」(9

名)を 委嘱
「環境科学研究所基本計画」

の策定

起工式

組織発足

竣工式

(単位:千 円)
.∴ ヒξ旨帽 憎.」....ゴ

....き ビ』』.1『 ・,.…

吊 「

轟.。.ら 「 .1謹 』」、'塗.=.

所運営費

研究 ・企画費

環境教育推進費

環境情報センター整備費

122,893

146,119

12,766

18,880

計 300,658

※人件費は除く
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1-6施 設

敷地面積30ha

/}墜縄 銘.「
....
.::.苛 摺 .1.難噸

...賦.

本 館
鉄筋コンクリー ト造 り

(一部鉄骨一部木造)

地下1階 地上3階

2,506.631rri

研 究 棟
鉄筋コンクリー ト造 り

地下1階 地上2階
3,429.005iri

連絡 通路
鉄筋コンクリート造 り

地下1階
95.813m

付 属 棟
コンク リー トブロ ック造 り

地上1階
17L277㎡

管 理 棟
コンク リー トブロ ック造 り

地上1階
98.280m

温 室
鉄骨造り

地上1階
101.286[[[

合 計 6,402.292[ef

1-7主 要研 究備 品

i灘1継
.田..菱;雛　 階.憾1騨 階 譲 .
i凱i濃 嚇;:.;lr」、、職.:宝 側 ・1;謄∬.・.・・羅 訴廉1:.

中央機器室

分光光度計

蛍光光度計

原子吸光光度計

ICP(高 周波誘導結合プラズマ)発 光分析装置

ICP(高 周波誘導結合プラズマ)質 量分析装置

ガスクロ質量分析装置(㏄ 一MS)

ガスクロマ トグラフ

CHN分 析装置

凍結乾燥装置

高速冷却遠心機

超純水製造システム

ドラフトチャンバー

イオンクロマ トグラフ

生化学分析システム

人工気象室

恒温恒湿室

脳波解析システム

多チャンネル高速データ処理システム

刺激装置

生体情報処理システム

動 物 飼 育

観 察 室

クリーンラック

自動給水 ・水洗架台

エアシャワー/パ スポックス

冷 凍 庫 室
超低温槽(・80℃)

超低温槽(一150℃)

4
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ク リーンル ーム クリーンルーム及び内部機器

温 室 ・圃 場 圃場微気象観測機器

敷地 内露場 気象観測システム

α線測定器

地震計

実

地 球 科 学

験 室

鉱物電磁分離機

電気炉

ドラフトチャンパー

蛍光X線 分析装置

偏光顕微鏡画像解析装置

野外環境モニタリング機器

トラ ンシ ッ ト ・コ ンパ ス

クロロフィル蛍光測定装置

気孔抵抗測定装置

植物生態学 多室式発芽チャンバー

実 験 室携帯用葉面積計
植物体粉砕器

グ ロー ス キ ャビ ネ ッ ト

携帯用光合成蒸散測定システム

温室効果ガス動態測定システム

遠隔操作 ・赤外練無人撮影セッ ト

動物生態学 人工気象器

実 験 室 生物顕微鏡システム
ラ ジ オ テ レメ トリー シス テ ム

CO2イ ンキ ュ ペー タ

TOC自 動分析装置

実

環境生化学

験 室

卓上小型冷却遠心機

安全キャビネット

ドラフトチャンバー

マ イ ク ロ プ レー ト リー ダ ー

高速液体クロマ トグラフ

実

環境生理学

験 室

交流 ・直流アンプ

生物発光計

蛍光顕微鏡システム

生 気 象 学
生体電気現象記録装置

自動血球計数装置
実 験 室

テ レ メ ト リー シ ス テ ム

マイクロウエーブ分解装置

実

人類生態学

験 室

自動水銀分析システム

分光光度計

蛍光光度計

嘱

ドラ フ トチ ャ ンバ ー

実

環境計画学

験 室

画像解析装置

地理情報装置

スペクトルラジオメーター



2研 究活動

自然環境研究部

地球科学研究室

人間の一生を遥かに超え る時間のオーダーで地

球は変化 し、その姿 を変えて きた。この現象 は、地

球表層部の岩石圏 と大気圏の境界面 における風化 ・

侵食 を初め とす る物質循環 システムの中で行われ

て きた ものであ る。 このシステムに規制 され、 ヒ

トを含 む生物が育 まれてきた。いいかえれば、 そ

の時 その時の地球表層部 の岩石 ・地層等 の状況が

水 を媒体 に して生物類 に影響 を与 えて きた、 とい

うことであ る。 この物質循環システムを過去か ら

現在 までにつ き明 らかに し、その上で将来の自然

環境変動 を予測 しようとい う研究 を進 めている。

環境生化学研究室

環境中には、 自然界 または人間活動 由来の様 々

な化学物質が存在す る。化学物質濃度は 自然環境

の違 いや変化、人間活動 の質 と量の違い等 によっ

て地域 ごとに異な り、生体 に対 して種々 の影響 を

与えてい る。環境生化学研究室で は、微量元素 を

中心 として環境中の各種化学物質の測定を行い、環

境 の現状 と変化 および環境中化学物質の生体 に対

する影響 を明 らか にす ることを目的 として研究 を

行 っている。

植物生態学研究室

山梨県の森林、草原、湖沼な どの 自然生態系 に

おける植物 の分布や生態 を明 らかにする研究室で

あ る。 これを基本 として、植物への地球環境変化

の影 響を予測す るためのプロジェク ト研究や基盤

研究 を行 う。具体 的なテーマ としては、(D富 士

山の植物の分布の現状把握 と温暖化の影響、(2)富

士山北麓の植生遷移 メカニズムの解 明、(3)山 梨

県の森林生態系の炭素収支モニタ リングな どがあ

る。

動物生態学研究室

主 に二つの研究活動が行われてお り、一つは野

外の昆虫群集 の実態 を自然環境 との関係で捉え る

群集生態学的な研 究であ り、 もう一っは、県下の

野生動物 の分布 ・生態の実態 を調査す ることによ

り、 それ らの保全や管理のシステム を構築する野

生動物管理学的な研究であ る。前者は主にプロジェ

ク ト研究 「富士山の自然特性に関す る研究」に、後

者 は特定研究 「農林 業に対す る鳥獣害防止のため

の研究」 に関係 している。
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環境健康研究部

環境生理学研究室

プロジ ェク ト研究 「快適 な環境づ くりに必要な

基準 にっ いての研究」を中心 に据 え、その他二つ

の プロジェク ト研究 に関する研究、お よび将来 プ

ロジェク ト研究 に発展 させ ることを目指 した基盤

研究 を行 っている。脳科学、生理学、心理学な ど

の手法 を総合的に用いて、快適な環境 を心 と身体

の両面か ら評価 する"も のさ し"を 作 ることをプ

ロジェク ト研究 の第一 目標 としている。 また、 ヒ

トが どの ように環境 に適応 してい くか(環 境適応

のメカニズム)に ついて も、平行 して研究 を行 っ

てい る。

生気象学研究室

生気象学 とは気象の変化が人 をも含 めた生 き物

にいかな る影響を与えるかを研究す る学問である。

外国人研究者 を含 めた合計4人 のスタッフで研究

を進 めている。基盤研究は 「脳 はいかに して私 た

ちの基礎体温を365℃ に管理 しているのか」であ

り、 ここか ら得 られ る基礎知識が プロジェク ト研

究の一つ の課題である 「高体温が体の免疫機能 に

与 える影響」の結果を解釈するために役立つ。

人類生態学研究室

人々 は、自らを取 り囲む環境を変化 させて い く

とともに、その環境 に強 く制限 されて生活 してい

る。地域の環境が、都市化や開発 の影響を受 けて

住民 の ライ フスタイルの変化 とともに どのよ うに

変化 するか、 またその一方で、 それが地域住民の

生活や健 康に どの ような影響 をお よぼすかについ

て、個々の地域の特性の違いを考慮に入れたフィー

ル ド調査 を実施することによって明 らかにす る。さ

らに、地域住民が快適で健康な生活をお くるため

の地域環境の整備の方法 をさ ぐる研究 を進 める。
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地域環境政策研究部

環境計画学研究室

山梨県の自然環境 を人工衛星 リモー トセ ンシン

グ技術 を用 いてモニタ リングする手法の開発、特

に、植生指数や土地被覆分類手法の開発を行 う。ま

た、過去に取得 された衛星 データ と現在のデータ

を比較す る手法の開発 を行 い、この地域 の自然環

境の変化 と社会 ・経済的な活動 との間の関連を明

らか にす る。さらに、地理情報システム(GIS)を

用いた地域環境評価 システムを確立 し、地域 的な

持続的発展のための環境施策 を支援する。

緑地計画学研究室

緑地計画は、地表面上の空間 に注 目 し、その環

境的な質 を制御す ることを目的 とした計画分野で

ある。他の計画分野 とことな り、緑地計画 は用 途

の抑制 による、全体的 な効用の向上を指向す るこ

とが特徴 である。具体 的には、都市に用途 のない

空間 として営造物公園な どを配置す る計画、景 勝

地 の自然景観の保護 を目的に自然公園 として土地

利用 を規制す る計画 などが代表的であ る。 この研

究室では、緑地 計画 に関わ る基礎 的研究 を行 って

い るが、山梨県の特徴 を反映 し、特 に自然環境の

質 的 ・量的把握 を空間に関連づけて行 うこ とを大

きなテーマ としている。



2-1研 究 概 要

2-1-1プ ロ ジ ェク ト研 究

研究課題

富士山周辺における自然特性に関する研究

研究体制

植 物生態学研究室、地球科学研究室、動物生態

学研究室、環境生化学研究室、環境計画学研究室、

山梨大学、茨城大学、筑波大学、東京都立大学、玉

川大学、山梨県森林総合研究所、山梨県衛生公害

研究所、山梨県立鳥獣センター、河 口湖 フィール

ドセ ンター、環境庁国立環境研究所、農林水産 省

森林総合研究所、農林水産省農業環境技術研究所、

千葉県立中央博物館

研究期間

平成9年 度～平成13年 度

研究 目的

富士山は山梨県のみな らず 日本のシンボルであ

り、その周辺 に見 られ る豊かな自然 は世界に誇 る

貴重 な財産で ある。 この貴重な富士 山の 自然 を後

世 に伝 えてい くためには、今後の適切 な保全のあ

り方を決定 するための科学的知見が必要であ る。必

要 とされ る知見 としては、富士山の 自然特性の現

状 とし くみを明 らかに して い くとともに、地球 レ

ベルの環境変化、地域の人間活動 による影響 を把

握 し、将来的な変化 を予測することが重要である。

この ような観点か ら、本プロジェク トは富士山及

びその周辺の 自然(土 壌 ・地質、水、植物 ・動物)

の特性 に関 して現状 を把握 し、将来 を予測す るこ

とを目的 として行 う。 また、今後の富士山周辺の

自然 を保全 して くために必要な知見を提供 し、本

県の富士山保全対策や施策 を支援 してい くことを

目指 す。

本 プロジェ ク トでは上記 の目的のために、五つ

のサブテーマを掲 げて研究を進めている。以下 に、

その具体的内容 について概 略する。

(1)リ モー トセ ンシ ングに よる自然環境モニタ

リング

富士山周辺の 自然特性 を総合的 に理解す るため

には、LANDsATやsPoTな どの衛星データを使 っ

て植生や土地利用等 に関する現状を解析 ・ビジ ュ

アル化す ることが有効な手段 となる。そ こで、本

研究では、時期の異な る富士山周辺 の衛 星デー タ

を収集 し、過去か ら現在 までの 自然特性 の変化 の

把握や将来の予測 を可能 にする手法を開発する。さ

らに、航空写真や航空機MSS画 像 を用 いた環境モ

ニタリングシステムの開発 も行 う。

(2)植 生分布の現状 とその将来に対す る温暖化

の影響解明

現在、地球規模 の環境変化、 とくに二酸化炭素

な どの温暖化ガスの増加に伴 う地球温暖化が進 ん

でお り、 それ らが植生 に様々 な影響 を与 えるので

はないか と危惧 されて いる。本研究では、植物の

多様性や分布 を調査 して植生の現状 を把握 し、温

暖化 に対 して植生が どの ように変化す るのか を明

らかにす る。具体 的には、精査地域 として環境変

化 に敏感 な森林限界付近の植生 と貴重な原生林 で

ある青木 ヵ原樹海 を取 り上げ、温暖化 に よる森林

限界の上昇や青木 ヶ原の植物相の変化 の可能性 に

ついて予測 する。 これ らの研究を詳細かつ高い レ

ベルで行 うために、青木 ヶ原樹海 内には高 さ18m

のタワーを建設 し活用 してい る。

(3)動 物群集 に関す る研究

富士山は我が国一の標高 を誇 り、その結果、実

に多様な 自然環境を有 しているが、近年観光地、リ

ゾー ト地 として開発が進み、 自然環境お よび、 そ

こに生息 する動物相 に大 きな変化が生 じて きてい

ると言われている。そ こで本研究 においては、現

在の富士 山周辺 に見 られ る様々な状態の 自然環境

下での、動物相の実態が どのようになっているか

を捉 え、自然環境の変化が動物相 に どの ような影

響 をもた らしているのか を調査す る。 また、その

成果 を基盤 として、今後の富士山周辺 の生物 多様

性保全の在 り方や環境 に配慮 した開発等 の在 り方

にっいて考察す る。
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(4)自 然水(特 に地下水)の 質 的特性の把握

富士山は浸透性の高い地質を持っため芳醇な地

下水 を育み、富士五湖や忍野八海 な どの観光資源

を形作 っている。同時に、地下水 は地域住民の飲

料水 として も広 く活用 されてい る。 さらに近年は

良質 な ミネラルウォー ター として新たな産業資源

ともなっている。 よって、富士山を とりま く環境

の変化が地下水の質 に変化を与 えて いる可能性 を

見 るため、最新の分析技術を用 いて地下水 の化学

成分(微 量元素、無機イオン、有機物質量な ど)に

つ いて継続的に分析 を行 う。

(5)地 質 ・土壌の特性の把握

富士山を知 る上で最 も基本 となる富士山形成 史

の解明を主 目的 とする。従来 の研究成果を踏 まえ、

岩石 ・火山灰等の分布状況や火山活動の変遷 を明

らか にする。そのために現地で詳細 な調査を行 う。

その上で試料 を採取 し、物理的 ・化学的特徴を知

る目的で室内で分析 を行 う。

動 物

動物の分布や生態解明のた

めの現地圃査

動物の分布と生態の解明

環境が動物の分布や生阻に

及ぼす影響の評価

植 物

植物の分布や生惣解明のた

翠 毒
植物の生育環境 と分布の解

環境遮応機構の解明
モデルによる植物の分布予

想

、 、

リモ ー トセ ン シ ン グ

衛星画像や航空写責の解析

植物の分布の解明

土地利用の現状把握

環境モニタリングシステム
の構築

尋

地 質

土壌や岩石の現地調査
土壌や岩石内の微置元素の

解析

駿 、然.
富士山周辺の様々な場所で地質や土壌の特織の解析
の湧水の化学分析

岩石や土壌の形成された年

代の推定
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環境変化が生じたときの富士山の自然変化の予測
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研究成果

(1)リ モー トセ ンシングによる自然環境モニタ

リング

人工衛星 リモー トセンシ ングに より富士山周辺

の 自然環境や土地被覆状況の調査行 うため、入手

および利用可能な衛星データの検索調査 を行った。

検索 の結果、山梨県全域 をカバーするLANDSAr、

SPOT、MOS、JERS、EERS等 の衛星画像の収集 を

行 った。 また、LANDSAr画 像 に関 しては、富士

北麓地域 の2時 期の植生指数図 と土地被覆分類図

の作成 を行 った。さらに、2時 期 の画像の変化を抽

出す るアル ゴリズムにっ いて検討 を行 った。

(2)植 生分布 の現状 とその将来 に対する温暖化

の影響解明

富士山五合 目調査地において植生調査 を行った。

カラマツ林か らカラマ ツが散在す る裸地 にかけ永

久 コ ドラー トを設置 し、 コ ドラー トの一部 にっ い

ては出現 したカ ラマツとミヤマヤナギのすべての

個体 をマー クし、出現 した位置、個体 の高 さと地

際の茎の直径、枝張 りの大 きさを記録 した。また、

五合 目調査地 の火山性ス コリア荒原 に最 も普通 に

出現す るイタ ドリとオ ンタデの光合成 の現地調査

を行 った。 これ ら2種 の光合成はほ とん ど同様の

日変化 を行 うが、オンタデは気孔を開 くこ とで光

合成 を維持 していたの に対 し、イタ ドリは葉の生

理活性 を高 めることで光合成 を維持 して いるこ と

が明 らか になった。

青木 ヶ原調査地では底面6m×9m、 高 さ18m

の林冠 アクセス用 のエコタワーを建設 した。また、

研究所敷地内のアカマツ林 には底面2mx4m、 高

さ18mの エコタワーの設置 を行 った。今後 はエ コ

タワーを用 いて青木 ヶ原 とアカマッ林 の主要 な構

成樹種の光合成や水分収支に環境が及 ぼす影響 を

明 らかに してい くつも りである。

(3)動 物群集に関する研究

昆虫の蝶類 を用 いた今 までの調査 で、次 のよう

な事実 が明 らか になって きている。先ず、富士山

北麓 の森林地帯 で蝶の種類数が多い環境 は、人 に

よる撹乱が あま り生 じない、オー プンスペースの

適度 に有 る(明 るい)森 林周辺だった。逆 に、人

による環 境への働 きか け(例 えば、道路の舗装化

や植生 への消毒、草刈等の頻繁 な行為)の 激 しい

場所や樹木が連続 して閉鎖的な(暗 い)森 林周辺

は、蝶の種類数が少ない場所 であった。一方、人

工植林であって も広葉樹か ら成 る森林周辺 は、蝶

の種類数が多い ことが判 った。 これ らの現象が生

じるメカニズムの一つ として、撹乱 の少ない、明

るい空間を伴 った森林 は、林縁部にソデ ・マン ト

群落が発達 し、蝶類の食草や 吸蜜植物が種類 ・個

体数共 に豊富である ことが考 え られた。少な くと

も蝶 に関す る限 りは、多 くの蝶の幼虫が利用 して

いる草本植物を交 えた ような森林が多様性維持の

ためには必要で有 り、例 え人手が あま り入 らない

原生的な森林であって も、単一 な森林景観だ けか

ら成 る環境では、蝶類 の高い種多様性 は望めない

ことが考え られた。

(4)自 然水(特 に地下水)の 質的特性の把握

採水 ポイ ン トに関す る情報や水質 に関す る既存

データの収集 を行 った。 また、 富士山北麓に位置

する本研究所の水(地 下水)を 試料 と して、ICP一

質量分析計 による各種 の微量元素、 イオ ンクロマ

トグラフィーによる各種陰イオン(硝 酸イオ ン、亜

硝酸イオン、塩素イオン、 フッ素イオン、硫酸イ

オン、燐酸イオ ン)、全有機炭素(TOC)、 珪酸の

測定法 を確立 した。

本研究所 の地下水 中の微量元素の測定では、富

士山周辺の湧水 ・地下水 にっ いて従来か ら報告 さ

れてい るように、バナジウム濃度が他の地域 と比

較 して相対的に高い ことが確認 された。

(5)地 質 ・土壌の特性 の把握

富士 山の典型的岩石 につき化学特性 を明 らか に

した。 さ らに、富士山周辺の湧水、湖水、河川水

の化学分析 を試みた結果、バナジウム等の元素 に

っ き富士火山の化学的性質が これ らの自然水 に反

映 されていることがわかった。
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研究課題

富士五湖周辺の自然環境変遷史に関する研究

研究体制

地球科学研究室、環境生化学研究室、植物生態

学研究室、動物生態学研究室、環境計画学研究室、

山梨大学、信州大学、東京大学

研究期間

平成9年 度～平成B年 度

研究 目的

過去の環境変遷 を長期間にわたって詳細 に記録

しているものを探 り出 し、そこか ら過去の環境変

遷 を正確 に復元 し、復元 された過去の記録 に基づ

き、将来の 自然環境 を予測することは重要である。

このための研究 には湖沼の堆積物 が有効であ る。

富士五湖は富士山の活動の過程で形成 された。

従 って、各湖底 には形成時か ら今 日まで、下位か

ら上位 に向かって富士山お よび富士五湖周辺の 自

然環境の変遷が連続 して堆積物 に記録 されてきて

い る。 しか し現在 までのところ、 これ ら堆積物の

厚 さはもとより、体積(量)も わかっていない。勿

論、湖底堆積物につき、その基底 よ り上位 にむけ

ての系統的な研究 はなされていない。

研究成果

本年度音波探査 を実施 した ところ、各湖底の概

形が見 えて きた。更に、各湖底堆積物 は粒度や硬

さな どの物理的性質に基づき、い くつかの層に大

区分 されそ うである。 とりわけ、最上位 を構成す

る堆積物 には人為 的な活動の反映が認 め られ るも

ので あるが、 これ ら上位層の特徴が各湖 によ り幾

分違 ってい るようである。以上 は物理 的手法で、単

に堆積物の概形を浮 き彫 りに したに過 ぎない。

今後 は実際の堆積物 を取 り上げ、古生物学 ・現

世生物学的手法並 びに年代学的手法 を主 な研究手

段 として解析 をすすめ、歴史科学的に五湖の環境

変動 を明 らかにす る。その上で、将来の 自然環境

変動 を予測する。

湖底堆積物の立体的な姿 湖底堆積物の形成史

基底部から上位層に向けた

系統的な分析

壷
データの歴史科学的解析

壷
湖底堆積物の形成史を解明

環境変動史の解析

音波探査法

壷
湖底堆積物の概形(立

体的な姿)及 び大略な

断面図の解明

う →

富士五湖地域の理境変

動史を復元(過 去から

現在まで)

壷
将来を予測する
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研究課題

山梨県の水環境(特 に地下水)の 化学的特性の把握

研究体制

環境生化学研究室、地球科学研究室、環境計画

学研究室、緑地計画学研究室、人類生態学研究室、

山梨県衛生公害研究所、県衛生監視指導センター、

県内各保健所、山梨大学工学部、山梨医科大学

研究期間

平成9年 度～平成12年 度

研究 目的

本県では、水道の水源 を地下水 に依存 す る割合

が高い。 また、飲料水 の水質 は、それ を飲用す る

人々の健康 に直接 ・間接 に影響 を与 える可能性が

ある。そのため、地下水の質 と量 を良好 に保つ こ

とは、本県に とって重要な課題の一つである。本

プロジェク ト研 究では、本県の水環境、特 に地下

水 の質 と量 を良好 に保つための基礎資料 を得 るた

めに、地下水の質 と量の現状 をより詳細 に把握す

る と共 に、水質 と健康 との関運 について も明 らか

にす ることを目的 としている。

騰

藤
々漉考

{量 的

1地 下欄 水量

1鯛
河川流盈

1疎 林との閥係

轡 欝 湘
データ解析 と解釈

嫡 褻

(趨凱
既存データの収集
地質データ

土地利用データ

　情報1欝㈹

データ解析と解駅

、～「

県内健ロデータ

化宇物貿曝露田の
推定

1地下水の貫と量の把蟹

1【過去・現在 ・素乗}
水と健康の関係

必要な政策

の立案

地下水の水質調査 に関 しては、既 に環境局大気

水質保全課の行 っている公共用水域 ・地下水水質

測定事業があ る。 この事業 では、水質基準の設定

されている項 目に関 して測定が行われてい るため、

本 プロジェク ト研究 ではこの事業では測定されて

いない各種の微量元素を中心 に測定 を行 った。

平成9年 度 は、地下水水質測定事業の採水 を担

当 している県内各保健所及 び県衛 生監視指導 セン

ターの協 力を得て、平成9年8月 、平成10年1月

に県内約70か 所の井戸か ら地下水の採水 を行った。

分析項 目は、ICP一質量分析計 による各種の微量

元素、イオ ンクロマ トグラフィーに よる各種陰イ

オン(硝 酸 イオ ン、亜硝酸 イオ ン、塩素 イオン、

フッ素イオン、硫酸 イオン、燐酸イオ ン)、全有機

炭素(TOC)、 珪酸、 アンモニア性窒素 とした。

研究成果

(1)既 存の県内水質調査 データの収集:県 立図書

館 、衛生公害研究所、大気水質保全課 、企画県民

局土地資源課等の協力を得て、山梨県の水環境に

関する既存 の報 告書、データを収集 した。

(2)既 存 データの一部 を入力 し、データベースの

構築 に着手 した。

(3)水 質分析体制の整備:研 究所 に導入 された分

析機器の立 ち上げ と条件検討を行い、地下水 の分

析 に適 した分析条件 ・分析方法を得た。

(4)次 の微量元素 に関 しては、一部の地域で相対

的に濃度の高い井戸が多い傾 向が認められた。

バナジウム(元 素記号V)=富 士山周辺 の湧水や

河川の水 にはバ ナジ ウムが多いことは既 に報告 さ

れているが、今回の調査で も富士北麓の富士吉田

市 および忍野村の井戸水のバナジウム濃度が相 対

的に高い ことが確認 された。一方、富士北麓で も、

西湖、精進湖北岸の井戸や河 口湖東岸の井戸で は

高 くなかった。

ルビジウム(元 素記号Rb)=韮 崎、小淵沢周辺

の井戸はお しなべてル ビジウム濃度が高かった。

セシウム(元 素記号Cs):周 期律表 では、ルビ

ジウム と同族の元素であるため、 その挙動 はル ビ

ジウム と同様である ことが期待 されたが、相対的

に濃度の高 い井戸 は必 ず しもル ビジウム濃度の高

い井戸 と一致せ ず、甲府市 を中心 とす る甲府盆地

北東部および明野村の井戸で高かった。
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タングステン(元 素記号W):甲 府市か ら山梨市、

塩山市 にかけての甲府盆地東部の井戸で高かった。

ウラン(元 素記号U):相 対的 に濃度の高い井戸

は甲府盆地 に限 られ、富士北麓及 び県東部の大月、

上野原地区ではウラン濃度の高い井戸は認め られ

なかった。ウランは新たに水道水 の水質基準 に加

え られることが決 まってい る元素 であるが、市販

の標準液が無いため、今回の調査 では、濃度 は算

出できなかった。

これ らの微量元素濃度の違 いが生ず る原 因は今

の ところ明 らかではないが、採水 された地下水の

通過 してきた帯水層等の鉱物組成 の違いが関連す

る可能性 も考 えられ る 。バナジウムに関 しては、

この可能性が指摘 されている。ル ビジウム、 セシ

ウム、 タングステン、 ウランについては、各元素

濃度が相対的 に高い井戸 と高 くない井戸が比較的

近 くに混在する場合 もあるが、井戸の深 さ と元素

濃度の明確な関連 は認められていない。

(5)果 樹地帯 の果樹園の中にある井戸(潅 瀧用)

か らは、高濃度の硝酸イオンと硫酸イオンが検 出

された。両イオン濃度が高かった ことか ら、硫安

肥料由来 と考えられた。

(6)全 有機炭素濃度はお しなべて低 く、ほ とん ど

の井戸 で1ppm以 下であった。

]2

研究課題

都市化に伴う環境変化が人の生活と健康に及ぼす

影響に関する研究

研究体制

人類生態学研究室、環境生理学研究室、生気象

学研究室、環境生化学研究室、東京大学、筑波大学

研 究期間

平成9年 度～平成13年 度

研究目的

人のい となみや大 自然 そのもの に起因す る環境

変化には様々なものがあ り、それ らが互 いに、 し

か も複雑 にか らみあって我々の毎 日の生活 に影響

を及ぼ してい る。 その複雑 さの故 に単一の専 門分

野のみで これに対処 し包括的な対策や解決策 を提

言す る事が ますます困難 になって きて いる。 この

ような現実的問題点にのっとり本 プロジェク ト研

究 は2研 究部 の4研 究室で とりくむ構成 にな って

いる。

本県 は東京都 に隣接す る地理的条件 な ども一因

して近年、開発や人 口増加 を伴 う都市化が進展 し

ている。 これ に伴 い浮遊粒子物質等の大気汚染や

水質汚濁 、 ヒー トアイ ラン ド現象 に よる気温 の上

昇 、生活 ス トレスの増加 など環境 の悪化は徐々 に

進行 してお り、近 い将来、県民の生活や健康 に重

大 な影響 を及 ぼす ことが懸念 され る。本プ ロジ ェ

ク ト研究 はこれ らの環境要因の変化 を把握 する と

同時に、地域住民の健康状態にっいて疫学的調査

をすすめ様 々な環境変化要因の個々の因果関係 を

明 らかにす ることより、県民の健 康被害の発生 を

未然に防止す る対策 を提言 して、よ り安全で よ り

健康的 な生活 を支援 することを目的 とす る。

このために、図のように研究を4段 階に想定 し

て行 う。ステップ1よ りステップ4に 向けて徐々

に目標 を絞 り込む方法 でお こなう。すなわ ち、1)

地域の様々 な環境条件が地域住民の健康にいかな

る影響 を与 えているか、また、将来与 える可能性 が

あるか どうか を明 らかにす るための疫学的調査、2)

生化学 的指標 を用 いた調査結果の評価、3)環 境条

件の変化を意識 しない段階や、 それが快 ・不快 と

なって現れて くる段階、4)そ れが具体的な疾病 と



して現れ る段階 に区分 して多面的 に分析 ・解析す

る。

研究成果

(1)県 内の地域特性を明 らかにする目的で、市町

村別 の人 口構造 の経時的な変化 にっいて分析を進

めた結果、近年 まで人口が減少 を続 けていた上野

原町で、1990～1995年 の5年 間の人 口増加率が、

県内の市町村のなかで も上位 に入 るほ どの人 口増

加 に転 じてい ることが一っの特徴 として挙 げられ

た。これは、大学、工業 団地の誘致な どのほか、宅

地開発や道路 ・鉄道 の整備 による東京圏の拡大 に

よるもの と考 えられた。 しか し町内を地 区別 にわ

けてみると、人 口の増加が見 られ るのは上野原、大

鶴、島田、巌 の4地 区で、 山間部の他の4地 区で

は依然減少傾向にあった。山梨県環境局がお こなっ

た 「環境 に関する県民意識調査報告書」(平成5年)

による と、上野原町 を含む県東部地区で は環境全

般が5～6年 前 と比べて 「良 くなった」 と答える

人が他の地区に比べ少な く、 この数年間 に生活環

境 の変化が急激 にお こっていることを反映 してい

ると判断 された。そ こで、 この変化が住民の生活

に及 ぼ している影響を明 らかにするための調査 を、

人 口が増加傾 向にあ る上野原地区 と、いっぽ うで

減少傾 向にあ る西原地区の2地 区を対象 に行 うこ

とにした。

今年度 はその うち西原地 区において予備的な調

査を実施 した。西原地 区は1995年 の人 口が1990

年の91%に 減少 している山間部の集落であ り、 し

か も生産人 口層 の多 くは上野原地 区もし くは東京

方面 に仕事 をもっている。そのため地区内では、労

働 力の不足か ら耕地面積 を減 らした者が少な くな

い。また、町内での転居(西 原か ら上野原な どへ

の転居)を した人 も多 く、人口減少に よって社会

生活の不便 を訴 える者 も少 な くない ことが明 らか

となった。

(2)地 域の環境特性の変化が、ヒ トの身体の働 き

にどの ように影響す るかを、人工気象室中で検討

した。本年度 は、暑 くもな く寒 くもない とい う熱

的中性温度環境 中で、精神的ス トレスが加わった

場合、身体的ス トレスが加わった場合 について、心

臓の働 き、血管 の働 き、呼吸の働 きが どう影響さ

れ るかを調べた。

暗算負荷 を行い精神的ス トレスを与 えた結果、指

尖脈波の振幅が減少 した。皮膚の交感神経活動が

充進 し、皮膚血管の収縮が起 こった と解釈 され る。

また、呼吸頻度 も上昇 した。 しか し、呼吸頻度の

上昇は一過性 で1分 間の換気量(分 時換気量)に

は変化 は見 られなか った。呼吸頻 度の一過性 の上

昇は、精神的ス トレスに対す る脳幹網様体の活動

ステ ツブ 且

地域ことの環境特性と住民の健

康指標との関連把握のための疫

学的調査

一
ステッフ2

生化学的指標を用い

た地域住民の倒畷影

響評価

フィー ドバ ック

_↓
生理学的 心理学的

指標を用いた地域住

民の健康影暫評価

7.T'%74

動物突験を用いた生

体への健康影響評価

凄顎-諾 郡 一覇 賠頭7舜

環境要因の変化と地域

住民の健康状態との関

係を明らかにする

撫
健康被害の発生を未然

に防止する対策を支援

する
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性 の変化 を反映 した もので、血液酸素濃度や体液

の酸性度(pH)な どを引き起 こす ものではないこ

とが分か った。最高血圧、最低血圧、心拍数 に代

表 され る心臓 の働 きは、暗算負荷による精神 的ス

トレスでは変化 しなかった。

筋 肉運動 を負荷す ることにより身体 的ス トレス

を与 えた。その結果、指尖脈波 の振幅が運動負荷

によ り減少 していることが分かった。精神的ス ト

レスの場合 と同じように、皮膚 の交感神経活動が

充進 して、皮膚血管の収縮反応が現れた と考 え ら

れ る。呼吸頻度は一過性 に上昇 したが、分時換気

量 には変化が なかった。 これ も、精神 的ス トレス

の場合 と同様 に解釈できる。運動負荷 では、最大

血圧、最低血圧、心拍数が ともに上昇 し、心臓の

機能 が大き く変化 することが分かった。心臓の機

能が尤進 し、運動中の筋肉によ り多 くの血液が送

り込 まれていると考 えられ る。

(3)盆 地地形 にある甲府の夏は暑い、地球温暖化

が将 来 これに拍車をかけると思われ る。その甲府

では毎年30～40人 が熱中症(日 射病+熱 射病)で

病 院 に運ばれるが、一般 に老人が多いのが特徴で

あ る。山梨県の老人層 は全国的にも高 く今後 さら

に増加 すると予測 されている事 を考慮 す ると、な

ん らかの対策が必要 と思われ る。本研究 はこの観

点 にも とついている。即ち、動物 を用 いて実験的

に体 温を急激に高 くし(熱 中症モデルをつ くる)同

時 に様々な負荷(ス トレス)を かけると動物の体

内に生 じてい る変化をよ り明確 に知 ることがで き

る。

この目的を達成す るために、 ウサ ギを人工気象

器で暑熱暴露 しその正常体温39℃ を43℃ まで上昇

させ その後、室温25℃ で体温の自然回復をはか る。

この全経過 には約5時 間 を要す る。翌 日(24時 間

後)ウ サギが高体温(熱 中症)か ら完全 に回復 し

た と思われる時に生理的食塩水 に溶解 した内毒素

を耳介周辺静脈 より注入する。 内毒素 はグラム陰

性バ クテ リア(Oll1:4B)の 膜成分 を精製 した も

ので体内に入るとさまざまな感染症状 をひきお こ

すが、そのうちの一つが発熱である。 この発熱測

定 のために熱電対をウサギの直腸 に挿入 して体温

変化 を経時的にコンピュータを用 いて観察する。そ

の結果判明した事は、高体温 を経験 していない ウ

サ ギ と高体温経験後24時 間のウサギに同量の内毒
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素を静注す ると、高体温経験のウサギの方が遥か

に大 きな発熱を示す事が判明 した。この結果か ら、

高体温(熱 中症)か ら完全 に回復 した と思われ る

24時 間後で もウサギの抵抗力(免 疫 力)は かな り

減弱 していると推察 され る。従 って、熱中症 は生

体の病原体 に対す る防御能力を減弱 させ る事 を示

唆す るので些細 なことで体の具合が悪 くな り、ひ

いては大 きな病 につなが る危険性 を示唆 している

と解釈で きる。

今後 は、 この様な抵抗力減弱の起 きるよ り詳細

な時間経過や、その時に体内(脳 と様々な臓器)で

生 じる微量物質の変化の分析を介 して その発生 メ

カニズ ムを解析 す る。最終的には、 これ らの結果

に基 き熱中症 にかか らぬ様にするためには何 をす

べきかを提言 する。



研究課題

快適な環境づ くりに必要な基準についての研究

研究体制

環境生理学研究室、緑地計画学研究室、山梨大

学、山梨医科大学、山梨英和短期大学、日本大学、

お茶の水女子大学

研究期間

平成9年 度～平成11年 度

研究目的

人 々が受 け るス トレスは現代 になって、 ます ま

す大 き くなって いる。 そのため、快適で健康的な

環境へのニーズ も年 ごとに大 き くなって いる。 自

然環境 に恵 まれた山梨県は、 この ようなニーズ に

よ り有効 に取 り組めるもの と思 う。本研究は、温

度、湿度、色、匂 い、音な ど環境 をかた ちつ くる

さまざまな要因が、ヒ トの 「快適 感」や 「不快 感」

に与 える影響 を明 らか にし、快適な都市環境、居

住環境づ くりを支援す ることを目的 とす る。同時

に、緑や水、高原、温泉 な ど保養地 としての資源

に恵 まれた本県が、 さらに優れた近未来型保養地

づ くりを進 め る上での基礎的資料 を提供す ること

を目指す。本年度は、人工気象室 を用 いて複合的

な環境要因の中か ら、 ひ とつ の要因のみ を変化 さ

せ ることで基礎的データを収集 した。

研究成果

本年度は、快適 な環境づ くりの要因 として温度

と香 りを取 り上げた。特に、香 りと自律神経、香

りと知的作業効率 という点で以下の成果 を得た。成

果の一部 は、第15回 日本生理心理学会学術大会

(平成9年)に て発表 した。

(1)瞳 孔の対光反射 と香 り

瞳孔の大 きさは、周囲の明 るさに応 じて変化 す

る。瞳孔の大 きさを変化 させ るのは自律神経の働

きによって いる。 自律神経の活動 は、快適 または

不快 といったよ うな心理的要因によって も変化 す

る。 そのため、瞳孔の大 きさは、周囲の明 るさば

か りでな く、心理的要因によって も変化 する。例

えば、好 ましいものを見てい る時の瞳孔は大 きく、

嫌 な ものを見て いる時 の瞳孔 は小 さい ことが知 ら

れてい る。瞳孔が光 りを受 けると、一瞬小 さ くな

り、やがてゆっ くり大 き くなるという反射(対 光

反射)に 、環境 中の香 りが どう影響す るか を検討

した。その結果、香 りの存在 は瞳孔の対光反射 を

大 き くす ることが分か った(図1)。 好みの香 りと

そ うでない香 りを比べ ると、好みの香 りの方が、瞳

孔の対光反射 を大 き くす る効果が よりい っそ う強

い ことが分かった。香 り、特 に好みの香 りの存在

は、脳の覚醒状態を高め るもの と考 えられ る。

はじめ 賦孔収縮 もとにもどる

〈盤 〉→〈醗 〉→〈醗 〉

瞳

孔

径

㎜

詳v
'L

この部分が香りにより

変化する

時 間

図1香 りと対光反射

(2)心 拍数 と香 り

心拍数(脈 拍数)は 、人の身体 的、心理 的状態

をよ く反映 して変化す る。例 えば、興奮 している

時や運動 中の心拍数 は高 く、安静時や睡眠中の心

拍数は低 い。環境 中の香 りを嗅いだ直後 の心拍数

は、上がった り、下がった り、変わ らなかった り、

と人によって一定 しない。 しか し、主観的に落ち

着 くと感 じられ る香 り(ラ ベ ンダーな ど)と 華や

かで興奮 させ る と感 じられ る香 り(ジ ャス ミンな

ど〉を しばらく嗅ぎ続 けると、鎮静 的な香 りで は

心拍数が減少 し、興奮的な香 りで は心拍数が増加

す ることが分かった。 また、好みの香 りとそうで

ない香 りとを比べ ると、好みの香 りは心拍数を減

少 させ、そ うでない香 りは心拍数を増加 させ るこ

とが分かった。

(3)知 的作業効率 と香 り

コンピュー タ上 に提示 された簡単な計算 を、連

続 して100問 遂行す るとい う知的作業について環

境中の香 りの効果 を検討 した。100問 を25問 ずつ

の4区 間に分けて結果 を比較 した。 その結果、環

境中に香 りが存在す ると、問題が提 示 されてか ら

回答す るまでの時間(反 応 時間)が 短 くなること

がわかった。 この効果は、第2区 間で より顕著で

IS



あった。(1)の 結果 と合わせ考え ると、香 りの存

在が脳 の覚醒状態を高めるとい う可能性が よ り強

く示唆 され る。本年度の実験で は、全問回答 する

までの時間に制限を設 けなかったため、回答 の正

解率 には香 りの有無 による差は見 られ なかった。

(4)運 動中の心臓の働 きと香 り

運動 中は、心拍数 も心臓の収縮力 もともに上昇

して、働 いている筋肉により多 くの血流が供給 さ

れ る。手掌でゴム球を連続的 に圧追す る運動 を行

う際に、環境 中に香 りが存在 する と、運動 中の最

低血圧 の上昇が小 さ く、皮膚温の低下 も小 さい こ

とが分か った。香 りの存在により、交感神経の血

管収縮作用 は軽減 し、心機能増進作用が よ り強 く

現われた と解釈 され る。すなわち、香 りの存在に

よ り、運動中の筋肉によ り効率良 く血流が供給 さ

れ るようになると考えられ る(図2)。
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研究課題
「自然環境」 と共存 した 「街」づ くりの在 り方 に関

す る研究

研究体制

緑地計画学研究室、環境計画学研究室、人類生

態学研究室、環境生理学研究室、植物生態学研究

室、動物生態学研究室、環境庁国立環境研究所、東

京大学、筑波大学、お茶の水女子大学、山梨医科

大学

研究期間

平成9年 度～平成13年 度

研究目的

本 プロジェク トは、 まちづ くりのための意志決

定の材料 をシ ミュレーシ ョン等の手法 を用 いて提

供 する地域特性 に即 した手法 を開発 するこ とを目

的 として いる。

山梨県のまちづ くりを考える上で、将来なんら

かの地域的変容を もた らす と思われる要因 として、

本 プロジェク トでは、特 に観光 をキー ワー ドとし

た地域研究を主軸 に、リモー トセ ンシングデータ、

統計等 を基礎 として シミュレーシ ョンを実現する

ことを目標 に置いた。

観光地 はその地域の住民の生活基盤 と空間的に

重複 しているため、供給処理系 を含め公共サービ
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スお よび社会基盤への負荷 は大きいもの となって

い る。観光客 の急激な増加や過度 の開発 は、 その

基盤 ともなる自然環境 を破壊す るだけでな く、地

域住民の生活環境 を悪化 させ ることにな る。限 ら

れた資源 を有効 に利用 しつつ、かつ地域環境への

負荷 を最小限にとどめた地域の持続的発展 を実践

してい くために、地域住民が主体 とな りライフス

タイルを見直す とともに地域環境 の整備 に積極 的

に関与 してい く意義は大 きい。

今 日では、都市で生活す る者が大半 を占め、 日

常生活 にお ける自然 との関わ りが ますます希薄 に

な りつつあ る一方で、人々の環境に対す る関心が

高 まって きてい る。その ようななか、良好な 自然

環 境 の中で余暇 を過 ごす ことに対 す る欲 求が高

まってきてお り、 自然環境の保全 を第一 に考 えた

うえで観光資源 として利用す る地域開発の在 り方

の検討が必要 となってきている。山梨県は、秩父

多摩国立公園、富士箱根伊豆国立公園、南 アルプ

ス国立公園、八 ヶ岳中信高原国定公園を擁 し、豊

かな 自然景観 に恵 まれた県 といえる。東京周辺の

人 口稠 密地域 と鉄道 ・高速道路で結ばれ、 アクセ

スが容易な ことか ら、年にのべ3,500万 人 を超 える

観光客が訪れている。

富士北麓地域 は、富士山や富士五湖 に代表 され

る観光資源 に恵まれ、全国的に認知 された観光地

であ るとともに、第二次大戦後、建造物や ゴル フ

場 な どの開発が進み、 フィジカルな変容が著 しい

地域 の一つである。 そこで、プロジ ェク トの調査

地域 を富士北麓地域の富士吉田市 ・西桂町 ・忍野

村 ・山中湖村 ・河 口湖町 ・勝山村 ・足和田村 ・鳴

沢村 ・上九一色村 とし、調査対象 とす る時代 を観

光 地 の変容 の歴 史 を空間 的に追 うこ とので き る

1940年 代 以降 とした。

(3)人 口に関する統計 を用いた地域特性の把握

対象地域では多 くの市町村で人 口が増加 してお

り、特に忍野村、山中湖村、河 口湖町で1995年 の

人 口の対1960年 比がそれぞれ166.4%、131.7%、

134.0%と 高い増加率 を示 した。また、この地域の

特色 として農業に依存す る人口の割合が県平均 と

比べて も早 くか ら低かった ことが示 された。

(4)収 集 された情報 の総合化

地理情報 システム(GIS)を 利用 し、対象地域 に

種 々の情報 を空間的に結びつ け、総合化 を図った。

(5)景 観画像シ ミュレーションシステムの開発

既存 のシ ミュレーシ ョンシステムの調査 を行 う

とともに、い くつかの景観画像 シ ミュ レーシ ョン

プログラムを入手 し、その評価 を行 った。さらに、

景観画像 シ ミュレーシ ョンシステムで用 い る各種

の画像 データの収集を行 い、画像 データベース構

築 のためのファイル構造や デー タペースシステム

の検討 を行 った。

研究成果

(1)対 象地域の概況の把握

適宜巡検 を実施 し、地域概況の把握につ とめた。

(2)対 象地域 に関する情報の収集 および整理

対象地域 について、交通統計、産業統計、観光

統計、所得状況などの社会環境の指標 とな る資料、

1940年 代以降の空中写真、1987年 以降現在 までの

各種 の衛星画像等の地域環境情報 となる資料 を収

集、整理 した。
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2-1-2基 盤 研 究

自然環境研究部

研究課題

富士山麓周辺に分布する地質 ・岩石の化学的特性

の把握

研究担当

地球科学研究室

研究 目的および成果

地球 は長い時間スケールの中で、表層 の姿を変

えて きた。 この現象は、地球表層部の岩石圏 と大

気圏の境界面 における風化 ・浸食 を初め とす る物

質循環 システ ムの中で行われてきたものである。こ

のシステムに規制 され、 ヒ トを含む生物が育 まれ

てきた。いいか えれば、 その時その時の地球表層

部の岩石 ・地層等 の状況が水 を媒体 に して生物類

に影響 を与 えて きた、とい うことで ある。で は、具

体的 に山梨県内の各地 で、 この循環 システムが ど

の ように行 われてい るかを解 き明か そうとす るの

が本研究である。

当研究室では、山梨県の各地の岩石や地層の性

質の違いが、水 を媒体 にして そこに生育する生物

類に どの ように反映 され るか を明 らかにすること

を研究 している。 この解明にあた り、岩石 ・地層、

水、生物 に含有され る元素分析を行 う。ただ、 こ

の循環 システムの出発点 となる岩石や地層 につい

ては、単 に化学組成だ けでな く地質構造、産状、分

布地域の地形な どが考慮 され水圏への循環が理解

され る。更 に生物圏へ と元素循環が追跡 される。こ

のよ うな視点で、多数 の元素 につ き上記循環シス

テムが明 らかに されていれば、仮 に人為 的影響 に

よる元素の濃集が あった場合、原因の解 明が容易

になる。

最近 、富士山麓周辺 に分布す る地質 ・岩石の化

学的特性 を把握 し、その上で富士 山周辺 の自然水

の循環の様子が、バナジウムを初 あ とす るい くっ

かの微量元素について わかって きた。今後、更 に

多 くの元素 につ き検討を進めて行 く。

研究課題

山梨 の森林生態系 における炭酸ガス収支のモニタ

リング

研究担当

植物生態学研究室

研究 目的および成果

地球温暖化 を もた らす炭 酸ガ ス(二 酸化炭素、

CO2)は 年々増加傾 向にある主要 な温室効果ガ ス

である。大気CO2濃 度の上昇には人間の活動が大

き く関与 してい るが、 この関与の程 度は地域 ごと

に異 なる。 また、CO,は 大気 と自然生態系 との間

で常 に交換 されてお り、自然生態系が年間 にどの

程度のCO2を 放 出または吸収 してい るのかは大気

CO2濃 度 に大 きな影響を与えている。以上 よ り、今

後適切な温暖化抑制対策 を講 じるためには、 自然

生態系、 とりわ け面積的に最 も大 きな森林 生態系

のCO2収 支の果 たす役割を地域 レベルで明 らか に

す ることが重要 になってお り、現在 そのための研

究が求め られている。

本研究では山梨県の森林生態系におけるCO、 収

支の全容を明 らかにす る。 そ して、山梨県の森林

生態系にお けるCO2収 支地図をつ くり、県全体 の

森林 による炭素固定量が どの程度 プラスまたはマ

イナスであるのか を計算する。 これ によ り、県が

温暖化対策 を策定 する際の基礎資料 を提供 したい

と考 えてい る。

研究開始年である平成9年 度は調査森林 の選定

とCO、 収支測定機器および環境測定機器の設置を

行った。調査森林 は本研究所敷地内の剣丸尾 アカ

マツ林 と瑞旛山 にあるカラマツ人工林である。現

在、 これ らの森林で は土壌か ら大気へ放出され る

CO2の 量や温度、光な どの環境 につ いて予備 デー

タを収集 している。 さらに、 アカマ ツ林 には高 さ

18mに 及ぶ タワーを建設 して、生態系 レベルでの

CO2収 支や植物 によるCO,固 定量な どを測定で き

るように準備 を進 めているところであ る。
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研究課題

富士山北麓における植生遷移メカニズムの解明

研究担当

植物生態学研究室

研究 目的および成果

山梨県環境科学研究所敷地内の剣丸尾 アカマッ

林 は100年 ほど前 に生 まれた若い林 である。 この

場所 の気候 的極相林はブナ林であるので、 このア

カマ ツ林 はそれ に至 る遷移の途中相 として位置づ

け られ る。 この先、遷移が進む とすれ ば後継木の

様子か らナラ類の落葉樹林になる と考え られるが、

最終的な姿、すなわち極相林が どのよ うな樹種 に

よって優 占されるのか は不明で ある。 また、剣丸

尾 と同 じ古 さの溶岩流の上に成立 している青木 ヶ

原樹海 での既存調査か らも、富士山北麓の溶岩流

跡地 における遷移系列の植生遷移が どのように進

み、 どの ような極相林 になるのかは十分解 明され

た とは言 えない。 そこで、本研究では、剣丸尾 ア

カ マ ツ林 の徹底 した生態学的調査 をす るこ とに

よって、1)最終的に どのような極相林 になるのか、

2)極 相林に至 るまでにどんな遷移系列 を経過す る

のか、3)ど のようなメカニズ ムで遷移 してい くの

か、 を明 らかにするつ もりである。

植 生遷移は生態学において重要 な研究 テーマで

あ るが、 そのメカニズムついては未だに十分な理

解が なされていない。一方、一般の人 も良 く耳に

す る言葉であ り、 それに対す る興味 も大 きい と思

われ る。 したがって、剣丸尾 アカマツ林 を対象 と

して富 士山北麓の植生遷移 とそのメカニズムを解

明す る研究 は学術的に大 きな意義が あるだけでな

く、県民 に とって も身近 な植生の歴史 を知 ること

に より自然環境への理解 と認識を深 める機会 を得

ることになる。

平成9年 度の成果 は、アカマッ林内に20m・20m

の永久方形 区を設置 した。枠内の高さ1.3m以 上の

すべての樹木をマークしたのち、種類、高 さ、幹

の直径 、位置 を調査 した。その結果、 アカマ ッの

稚樹 が見 られないことか ら、現在のアカマッが枯

死す るに したがって異なった林 になって い くので

はないか と考え られた。 しか し、亜高木層 をみ る

と、次世代を担 うはずの コナ ラ、 ミズナラ、 ブナ
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な どの落葉広葉樹 は数が少な く、その代わ り、 ソ

ヨゴやネジキな ど優 占木 とはな りに くい樹種 が多

か った。今後 アカマッ林が どの ような林 に変化 し

てい くのか を明 らかにす るため、永久 コ ドラー ト

内の植物 の生長や生残に関する調査 を続 けてい く

必要があると考え られた。

研究課題

昆虫類を用いた環境生物指標の研究

研究担当

動物生態学研究室

研究 目的および成果

あ る種の昆虫類 は、環境の変化 に大変敏感で あ

る と言 われてお り、い くつかの分類群(例 えば水

生昆虫)に ついて は、既 にかな り古 くよ り環境変

化の指標 として、調査研究が成 されて きてい る。当

研究室で は、最近欧州 をは じめ多 くの国で環境生

物指標 として着 目されてきて いる蝶類 を対象 とし

て、 自然度の異なる環境下の蝶類相 を把握す るこ

とによ り、 自然 の移 り変わ りと蝶相の関係 を明 ら

か に し、蝶 を自然環境指標 として活用す る手法 に

つ いて研究 する。

今 までの ところ、富士山北麓において も、蝶類

は 自然環境 の変化 に対 し、大変敏感 な生物 である

ことが判明 して きてお り、蝶が 自然環境変化の指

標 として十分活用 できる可能性のあることが判 っ

て きた。今後の調査で、 自然度の高い環境 お よび

低 い環境に結び付 く蝶類 を特定 し、かっ それ らの

蝶類が どの ような生態的特性 と結 び付いているの

かを明白に して い く予定である。



研究課題

本県の絶滅危惧昆虫類の分布 ・生態と保護に関す

る研究

研究担当

動物生態学研究室

研究 目的および成果

生物 多様性の保全 は、今 日にお ける国際的な重

要課題 の一つであ るが、 自然が豊富で あると言わ

れ る本県 において も、開発等 による自然環境の改

変 によ り、絶滅が危惧 され る生物が増加 してきて

いる。 これ らの生物の保護 ・保全 は急務であるが、

残念 なが ら、絶滅危惧生物の分布や生態の科学的

解明は、殆 ど進んでいないのが実態であ る。本研

究 においては、 これ らの絶滅危惧生物の分布や生

態等の実態 を捉 え、 これ らの生物の適切 な保護対

策 を講 じるための基礎 資料を集積 する。

これ までに、 レッ ドデータブック記載種の ヒメ

ギフチ ョウの個体群構造 を調査 し、本種 の生息場

所が森林内にパ ッチ状に分布 し(メ タ個体群構造

とい う)、成虫はそれ らのパ ッチ間をかな り頻繁に

移動分散 しなが ら、一つの地域個体群が維持 され

て いるらしい こ とが判 って きた。また、天然記念

物 ミヤマシロチ ョウの分布様式や高山蝶 タカネキ

マ ダラセセ リの行動生態等 も調査 し、 これ らの種

について も知見が集積 されっっ ある。今後 も得 ら

れた結果の普遍性 ・再現性 を見 るため、さらに詳

細に調査 を進めてい く予定である。

よ り的確な環境評価 、生体影響評価が可能 となる。

環境生化学研究室で は、 プロジェク ト研究で県内

の地下水 中の微量元素等 の測定 を行 うと共 に、微

量元素の化学形別測定法の開発 を行 っている。

微量元素の化学形別測定には、高速液体 クロマ

トグラフィーによって微量元素 を化学形別 に分離

しICP一質量分析計で微量元素 を検出す る測定 シス

テムを構築 して行 っている。平成9年 度は、砒素

やセ レニウムの化学形別測定 を試 みた。その結果、

セレニ ウムに関 して は、5種類のセ レニウム化合物

の分別測定に成功 した。 また、 この方法 を応用 し

てセ レン化合物の生体内代謝に関す る新 しい知見

も得 られた。
一方
、微量元素の生体影響発現機構 を探 る研究

の一環 として、セ レニ ウム とテル リウム化合物の

活性酸素生成能に関 して検討 した。 その結果、 こ

れ らの元素の化合物が、生体内に豊富 に存在す る

グルタチオ ンと反応 して、スーパーオキシ ドアニ

オンや ヒドロキシル ラジカル等の活性酸素 を生成

するこ とが明 らかになった。

研究課題

微量元素の生体影響評価法の開発

研究担当

環境生化学研究室

研究 目的および成果

微量元素はその化学形が異なる と、環境 内での

動態や、生体 に対す る毒性 あるいは代謝が大 き く

異なるこ とが多い。そのため、環境試料や生体試

料中の微量元素の測定に当たっては、総 量を測定

すると共 にその化学形 を明らかにす ることによ り、
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環境健康研究部

研究課題

地域の環境が人の健康に及ぼす影響に関する研究

研究担当

環境生理学研究室

研究 目的および成果

(1)寒 さへの適応反応 とセ レニ ウム摂取量に関す

る実験研究

本県の特徴である日較差による急激な気温低下、

冬期の寒冷は、乳幼児や高齢者に大 きな影響 を及

ぼす。 これまでに、セ レニ ウム摂取量が少ない と

冬期の疾病率が増加 するこ と、セ レニウムを必須

とす る脂肪細胞は体温低下 を防 ぐことが知 られて

い る。本年度は、寒冷 に際 して強力な熱産生を行

い、体温の低下を防いでいる褐色脂肪細胞 と交感

神経活動 との関連 にっ き実験 を行 った。その結果、

交感神経の興奮に伴い神経終末か ら放 出された ノ

ル ア ドレナリンが褐色脂肪細胞の熱産生 を賦活す

る際、褐色脂肪細胞の近傍 に蓄積 するプリン化合

物(ア デノシン、Arp)と プロス タグ ランデ ィン

が交感神経の作用 を修飾す るこ とがわかった。 プ

リン化合物 とプロスタグランディン1、は抑制 的修

飾作用 を示 し、プロスタグランデ ィン 瑞 は促進的

修飾作用 を示 した。

(2)カ ルシウム摂取量 と血圧 に関す る実験研究

カルシウムには、骨粗 しょう症 を予 防す る効果

に加 え、血圧 を低下 させ る効果が あることが知 ら

れてい る。一方、 日本の大部分 の土地 は火 山性 の

土壌か ら成 っているため、野菜や水か ら摂取す る

カルシウムが不足 しがちである。山梨県 も例外で

はない。本年度 は、カルシウムの血圧 低下作用の

メカニズムを探 るため、高カルシウム水を飲用 さ

せ た ラットの血圧 と血圧調節 に関係す るホルモ ン

の動態を検討 した。遺伝的に高血圧 を発症 しない

系統 のラット(WKY)で は、生後5週 か ら9週 ま

での5週 間、高カルシウム水で飼育 した群(高 カ

ルシウム群)で は、同じ期間通常の水 で飼育 され

た群(対 照群)と 比べて、最高血圧 、最低血圧、平

均血圧 が ともに低下 していた。血圧調節 に関係す

る内分泌系、レニン・アンギオテンシンーアル ドステ

Zi

ロン系の特性は両群の間で差は見 られなかった。一

方、遺伝的 に高血圧 を発症する系統のラッ ト(SHR)

では、乳離れ した生後4週 の時点で、血 中レニ ン

活性が既 に高い レベルにあることがわかった。

研究課題

地域住民が環境を評価する基準の特定についての

研究

研究担当

環境生理学研究室

研究目的および成果

都市、農村、山村な ど、 い くっかの特徴的な地

域 を選定 し、地域住民が どのような基準で地域の

環境を評価 しているかを明 らかにし、地域に則 し

た快適環境 を設計す る上での資料 を得 るのが本砥

究 の目的であ る。本年度 は、地域住民を対象 と し

てアンケー ト調査 を行 う前段階 として、県内の大

学生 を対象 としたアンケー ト調査を実施 す るため

のアンケー ト項 目の検討 を行 った。 この種の調査

で全県 レベルのもの として、「環境に関する県民意

識調査報告書」(平 成5年)が あるが、それ より簡

便で繰 り返 し調査がで きるようなアンケー ト項 目

の選定 を目指 している。

研究課題

気温上昇による健康影響に関する研究
一脳 はいか に して私たちの基礎体 温を36 .5℃に管理 しているのか 一

研究担当

生気象学研究室

研究 目的お よび成果

私た ちの体温 を考 える時、二つの大 きな疑問が

わいて くる。一つ は 「なぜ、36.5℃ なのか?」 、他

の一つ は 「では、いか にして365℃ に保 たれてい

るのか?」 である。当研究室では、2番 目の疑問

に答えるためラッ トを用 いて研究 して いる。

ラッ トの脳 のある特定の領域 に局所麻酔薬であ

るプロカイ ンを極微量注入 してそ この細胞活動 を
一時停 止 してや ると

、脳か らの交感神経出力が増



加 して動物の体温が一過性に大 き く上昇 すること

が分かった。 この結果 は、その細胞 がっ ねひごろ

熱産生 を抑制す る方法で体温を一定に保 とう とし

てい ると考 えられ る。 そこで、 この特定 の領域 を

逆 に刺激 して細胞 を興奮 させてや る と熱産生にた

いす る抑制がよ り強 くなるので、体温 は下降する。

さらに、 この領域 よ りも上に位置す る脳組織 を完

全 に破壊 して も同じ くプロカイ ンで体温が上昇 す

るので、 この特定の領域(中 脳 と言 う)の 細胞 は

よ り上位か らの コン トロールを受けるこ とな く、独

立的 に働 いて体温を一定 に保 とうとしていると考

え られ る。つま り、体温 の一定管理は この細胞が

どの様 に活動を増加一減少 させ るかにかかわって

くると考え られ る。今後 は、 この特殊 な中脳 の細

胞が どのよ うに して神経 シグナルを熱を産 生す る

臓器(褐 色脂肪、筋肉、腎臓等)に 伝 えるのかの

神経 回路網 の解析 を行 う。 この ような結果 と考 え

方は、世界での体温調節機構 の研究上まった く新

しい ものであるので、今後、大 きな興味 と議論 を

呼ぶ ことはまちがいないと期待 され る。 この研究

はプロジェク ト研究 よ りもより基礎 的ではあるが、

それだか らこそこの結果が プロジェク ト研究の そ

れを解析す るとき大いに役 にたつ と期待 され る。

研究課題

生活環境の変化 と地域住民のライフスタイルとの

相互関連に関する研究

研究担当

人類生態学研究室

研究 目的および成果

都市化 や開発等に伴い地域住民の生活環境が変

化 しつつ ある とともに、住民 自身の ライ フスタイ

ルにも大 きな変化が生 じて きている。人がその環

境を どのように認識 し、 その変化に対 して どの よ

うに行動するかは、その人のライフスタイルによっ

て異な り、地域住民が快適で健康な生活 をお くる

ための地域環境の整備 を考え るには、生活環境の

変化 とライ フスタイルの変化 を関連づ けて とらえ

てい く必要がある。

地域人 口の構造 には、 その地域 に暮 らす人々が

それ ぞれの地域が持っ環境の特性 に どのように適

応 して きたかが反映 され る。 したが って、地域 の

人口の経時的変化 を知 るこ とは、生活環境 と入の

ライフス タイルが その地域で どの ように関連 して

変化 してきたかを知 る手がか りになる。そこで、今

年度 は、研究の基礎 とな る統計資料を収集、また、

それ らの資料を用 いて1920年 か ら現在 までの市町

村別の人 口構造の変化 について分析 を行った。

第2次 大戦前 まで はいずれの市町村においても

人口は安定 した増加を示 し、その増加の程度 には

顕著 な差 は見 られ ない。戦後 す ぐに急激な人口の

増加 と減少をみせた後、1950年 頃からは増加する

市町村 と減少す るもの とに分 かれた。 この時期 に

減少 した市町村のなかで もさらに1970年 頃を境に

増加傾 向に転 じるもの とその まま減 少するもの と

に分かれ る。

この ような人 口変化 は次の ように説明 され る。

1950年 頃から甲府市 と富士吉田市を中心 とす る地

域形成が始 ま り、1960年 代以降の高度経済成長の

時期 に、 この二っの地域 において人 口の増加が顕

著 となる。1970年 頃か らそれ らの地域 の周辺域で

それ まで人 口が減少 していた市町村 において、人

口が増加する傾 向をみせ はじめ、現在で は甲府市 ・

富士吉田市 自体の増加 よ りも周辺市町村の増加の

割合の方が大 きくなってい る。いっぽ う、 こうし

た地域形成の中心か ら離れた山間部市町村では、戦

後人 口の減少が一貫 してお こってい る。 また、近

年 まで人 口減少の傾 向にあった上野原町では東京

圏の拡大 に伴 った人口の増加 をみせ、 甲府 圏およ

び富士吉田圏の二極 的だ った山梨県の人 口増加に

上野原地区が加わ りっつあるといえる。

戦後 の このよ うな人 口変化か ら、甲府 ・富士吉

田圏では過密に ともな う住民の生活への影響が現

れ はじめている可能性が示唆された。いっぽう、山

間部市町村では生産人 口層の流 出によ り老年人口

指数は高値を示 し、社会生活基盤の維持等への影

響が見 られた。
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地域環境政策研究部

研究課題

広域環境調査手法と環境の指数化に関する基礎的

研究

研究担当

環境計画学研究室

研究 目的および成果

大気、水質、地質、植物、土地利用 な どについ

て、衛星データで広域 的かつ定性的 に把握す るこ

とが可能 だが、安定 して精度 よ く環境調査 を実施

す るためには、 コンピュータによる画像処理 を含

む技術開発や将来予測 モデルの開発 など、 まだ ま

だ解 決 を要す る問題が多 く存在 す る。同時 に、定

量的 な把握のためには、対象 とす る環境要 因に関

す る指数 の開発な ども必要 となる。 このため本研

究で は、衛星データ と地上調査データの比較調整

な どを通 して、 山梨県の広域的環境監視や予測 に

不可欠な緒技術を開発す ることを目的 としている。

平成9年 度は、研究利用のために山梨県が撮影

範囲 内に存在する衛星データの検索、購入を行 っ

た。光学セ ンサデータ として、LANDsArTM,sPoT

照MOSMESSR,JERSOPS,ADEOSAVNIR、 ま

たマ イ クロ波セ ンサーデー タ としてJERSSAR,

EERSAMIの 各センサのデー タを購 入 した。具体

的な解析処理 として、富士スバル ライン周辺 およ

び雁 坂 トンネル周辺 にっ いて、衛星 デー タか ら

フォールスカラー画像、植生指数図な どを作成 し、

植生分布状況の定性的な把握を行 った。

研究課題

環境変動把握手法と環境変動モデリングに関する

研究

研究担当

環境計画学研究室

研究目的および成果

近年、地球規模の環境問題が社会的に大きな問

題となっている中、地域的な自然環境の質にっい

24

て見直 し、 自然環境 と調和 した地域(自 然 と人 と

の共生)を 実現 してい くことが環境行政 の究極 的

な課題 とな っている。 自然環境の変動 は人間活動

と密接な関係を有 し、地域の持続的発展 の維持 と

自然環境の保全 の両立を目指 した施策が必要 とな

る。 このた めには、 自然環境状態の変動 を的確 に

把握 し、持続的発展のための具体的 な方策 を提案

することが重要で ある。

幸いに して山梨県は、周囲 を山岳 に囲 まれて地

理的 に独立 している とともに、豊かで多様な 自然

を残 してお り、 自らの努力で こうした地域 を実現

で きる条件 を有 してい る。 こうした ことを踏 まえ

本研究では、社 会的 ・経済的活動が環境 に どの よ

うな影響を与 えるのかを明 らかにす る手法 を開発

し、環境変化予測モデルを構築することによ り、山

梨県 の将来 を見据えた地域作 りを支援 するこ とを

目的 としている。

平成9年 度 は、環境変動把握手法開発用 ワー ク

ステーシ ョン設備の整備、研究 に利用で きる衛星

データの検索、衛星データの購入を行 うとともに、

人工衛星データを用 いた地被覆変化 の解析 ・評価

手法 に関す る文献について調査 を行 った。

研究課題

山梨県地理情報システムの開発と地域生態系計画

への展開

研究担当

緑地計画学研究室

研究目的および成果

地 理情報 システ ムは、 コンピュー タを用 いて、

様々なデータを空間 に結びつけた形で集積す るこ

とを可能 にす るシステムである。本研究 は、研究

所 によって調査、収集、整理 され る様 々なデータ

類 を、空間、および調査 時期に関連付 けて集積 ・

活用することを目的 としている。
一般的に、研究者の収集するデータは、印刷物

な どとして発表 され た後 は、収集者 に よって保存

されるが、た とえデータの価値が高 くとも再利用

される ことはまれで ある。 この研究で開発 しよう

としているGISは 、デー タを収集 する研究者 に対



してデータを空間情報 と結びっ け、GIS上 で共有

されている他のデータ との関連 を調査 する機能 を

提供す る。研 究者 による発表 な どがな され た後、

GIS上 のデー タは新たな共有データ として活用 さ

れ るべ く保存 され る。

現時点 では、研究所独 自の研究データは、十分

存在せず、また、設備 も整備中であるため、既存

データをGISに 入力 し、組み合 わせて、新たな知

見 を導 く手法論 を研究 している。平成9年 度 にお

いては、一部 のプロジェク ト研究及 び基盤研究で

GIS利 用が開始 され、また、GISの 基本情報 となる

地図、空 中写真 な どの収集 を開始 した。手法論の

面 では、環境庁の植生データな どを利用 して、ニ

ホ ンザルの生態的特性 を研究 し発表 している。
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2-1-3特 定 研 究

研究課題

農林業に対する鳥獣害防止のための調査研究

研究体制

動物生態学研究室

研究期間

平成9年 度～平成11年 度

研 究目的

本県 において近年、大型哺乳類(ツ キノワグマ、

イ ノシシ、ニホンジカ、ニホンカモシカ、ニホ ン

ザル)に よる農林産物への被害が増加 している。特

に平成8年 度 に農産物に大 きな被害 を出 したニホ

ンザル は、従来の個別的対応 に よる被害防除手法

では被 害減少効果が低 いため、有効な被害対策が

望 まれている。 しか し一方で有害鳥獣駆除数の増

加 や開発行為による生息地 の撹乱 な ど、本県 にお

ける将来的なニホンザルの生息 に不安定 な要因 も

見 られ る。そのため、本県にお けるニホ ンザルを

代 表 とする野生動物の将来 的な生息の保証 を前提

に、現在問題 となっている農林産物被害対策 を緊

急 に行なっていく必要がある。

本研究課題 は、平成9年 度か ら3年 間で行 なう

予定であるが、初年度は次年度以降の研究の基盤

となる基礎 的な情報の収集を主眼に置 いた。 その

ために本年度 はニホンザルを対象に、1)一般書籍、

行政資料、各種報告書や論文な どの文献調査 によ

る分布、被害、生息地 などの現状把握、2)分 布お

よび被害 に関す る聞 き取 り調査および現地視察、3)

アンケー ト調査法 による大型哺乳類分布調査、4)

有害鳥獣駆除個体の分析、5)ラ ジオテ レメ トリー

調査な どを行 なった。

研 究 成 果

(1)1997年10月 と1998年2月 の2回 に分 けて、

鳥 獣保 護 員(73名)、 林 業 関係者(57名)、 狩 猟 者

(247名)、 山小 屋管理 人(58名)、 合計435名 を対

象 に、ニ ホ ンザ ル(ツ キ ノ ワグマ、ニ ホ ンジカ、カ

モ シカ、 イ ノシシの情報 も同時 に収集 した)の 目

撃 情報 をア ンケ ー ト方 式で 収集 した。 ア ン ケー ト
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票の回収率は78.6%で あった。ニホンザルの群 れ

分布 は県西部の北巨摩、中巨摩、南巨摩地域 と、県

東部 の丹波 山村、小菅村、上野原町、大月市、都

留市 とい った郡内地域 に大 きく分かれていた。県

西部の分布は、富士川 に沿 って南北に連続 的に分

布が見 られ、長野県や静岡県の分布 と連続 してい

た。夏には南アルプスの3,000m近 くの尾根部 に群

れが確認 され るこ ともあ り、農作物被害が見 られ

る標高400か ら500mの 低標高域か ら広い垂直分

布 を示 した。県東部の郡内地域 は南アルプス側 ほ

ど分布情報は密で はないが、秩父山地 に沿って分

布が東京都 と埼玉県に連続 していた。富士山、八 ヶ

岳、甲府盆地 周辺 には分布 が見 られなかった。群

れ の分布 は県中央部で東西に分かれているが、群

れ の分布情報がない地域で も、ソ リタ リー(単 独

個体)や オスグループの情報が得 られた。1978年

の環境庁 に よる分布調査の結果 と比較 する と、特

に市街地 と山地が接す る地域で群れの分布拡 大が

確認 された(図)。 また、南 アル プス側では分布情

報 の変化 が少 な く、逆に郡内側では、増加お よび

減少傾向を示す地域が多かった。 ニホンザル は県

内に広 く分布 してお り、隣接す る東京、神奈川、埼

玉、静岡、長野な どの分布 を結び付け、南関東の

ニホンザル分布の中心 として重要 な位置を占め る

とい うこ とがで きる。そのため、今後 ニホンザル

の保護管理 を進め るためには、県域 を越えた調査

や情報交換 な どの協力体制の確立 も必要不可欠 と

なると考 え られる。

ニホンザル による農作物被害発生は平成3年 度

に主に県内西南部の富沢町、南部町、身延町、早

川町、下部町、中富町 を中心に他4町 と西北部 の

武川村、白州町など合計12市 町村で確認されたが、

平成8年 度には県東部の丹波山村、小菅村、上野

原町、大月市、都留市、富士吉 田市を含 めた10市

町村が被害地 として加わ り、 さらに以前か ら被害.

の確認 されていた西部の15市 町村を含め平成3年

度 に比べ倍以上の25市 町村 となった。被害地 の拡

大に比例 して対策 としての有害駆除数 も増加 し、平

成3年 度で60頭 程度であったのに対 し、平成8年

度では300頭 を超 えた。被害作物 は、 自家消費用

の野菜類が 中心で あったが、最近 は果樹被害 も増

えてお り、今後被害の急激 な増加 にっなが る可能

性が考 えられた。(研 究 目的D～3))
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1妙7年

圏 群れの生息する撫

圏 生息するが謙 とは判断鷲 ない燭

□ 生飾 酬 得ら紘 か・た職

図 未髄 蝋

図 山 梨 県 に お け るニ ホ ンザ ル の分 布

(ig78年の分布情綴は環境庁(四79)よ り作成)

(2)本 年度 は、武川村か ら合計5(オ ス3,メ ス2)

頭の有害鳥獣駆除個体の提供を受 け、京都大学霊

長類研究所の協 力を得て ミトコン ドリアDNAの 解

析 を行 なった。南 アルプスの長野県側や静岡県の

龍山地域のニホンザル と同 じDNAタ イプであるこ

とが確認 された(川 本、投稿中)。 また、丹波 山村

において捕獲 したメス個体のDNAタ イプは、奥多

摩地域 と同様 のタイプであることが明 らか となっ

た(川 本、私信)。 以上の ことから、県内には少な

くとも2タ イプの異なったDNAタ イプが存在す る

ことが確認 された。(研 究 目的4))

(3)丹 波山村においてニホンザルの捕獲 を行い、

3月16日 にメス1頭(体 重5.8kg)、3月19日 にオ

ス 豆頭(体 重10.lkg)を 捕獲 した。捕獲 した個体

は麻酔 した後外部計測 を行い、発信機を装着 し、覚

醒 した後放逐 した。その後、群れの移動 をラジオ

トラッキングによ り確認 し、現在 も群れを迫跡 し

ている。この調査 は平成11年 度 まで行 う予定であ

る。(研 究 目的5))
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研究課題

河川の水質浄化及び自然再生手法に関する研究

研究体制

緑地計画学研究室、東京大学

研究期間

平成9年 度～平成11年 度

研究 目的

都市域 において生活雑排水による河川 の水質悪

化が進む中、水質を浄化す るとともに、豊かで潤

いのある水辺環境への希求の下、多様な生き物 が

生息で きる河川環境の復元が大きな課題 となって

い る。 この課題 に取 り組むべ く、本研究 では主 に

河川内に生息す る水生植物帯(ヨ シ、マコモ等)の

持つ 自然浄化機能(成 長 に伴 う窒素 ・リンの吸収)

による水質改善の可能性を検証する。加 えて、水

域 と陸域 とを繋 ぐエ コ トー ン(推 移 帯)と して、

種々の生 き物の生息 にとっての重要な生活空間 と

して位置づ け、水辺 ビオ トープの創出を検討す る。

研究対象地 は、 甲府土木事務所か らの要望 によ

り、 甲府市内 に源 をもつ一級河川濁川 とし、その

流程の うち十郎川流入付近 より上流部の濁川水 系

とした(図)。

研究方法 として、1)濁 川を汚濁河川 としている

.兀 鵬

講
鄭
蹴

纐
粥稿
＼ ノ

鑛

嘆薫

蟷馨i
鞍 、.

.1犠

難 灘黛黙欝
図 濁川流域の汚濁負荷と汚染源
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根幹 を整理 し、濁川を総合的に評価 した上で、 自

然浄化へ向けた対応策を検討する、2)水 生植物の

浄化能 に関す る既往の知見を整 理 し、水質測定等

の現地 調査 を踏 まえて、水生植物による浄化の可

能性 を検証 する、3)現 地での水質や河川形態 に則

した水生植物帯の持つ自然浄化機能を測 るため、十

郎川において ヨシに含有 される窒素や リンの測定、

表流水 と伏流水 における水質の差異等か ら定量化

を行 うとした。

研究成果

(1)濁 川の問題点の整理

濁川の現況 を調査 した結果 以下の結論が導かれ

た。

濁川 の汚染は水系内での富栄養化で はな く、限

界を超 えた大量 の有機物の流入 によるもの といえ

る。河川 として望 ましい水質基準を達成 す るため

には、河川敷 内の生物群集 による浄化のみで は実

現不可能であ り、第一に廃水処理が必要であ る。す

なわち大円川、十郎川な ど濁川流域 の支流か らの

汚濁負荷を減 じるため、市街化調整 区域 を含む流

域全体での排出源対策 を徹底する必要が ある。

同時に河川の環境維持に充分な流量を確保 し、対

費用効果を高 めるとい う観点か ら、下水処理 は小

規模 な対応が望 ましい(典 型 的な実現方法 は戸別

に設置 され た合併処理槽によ り、尿尿お よび雑排

水 を浄化 し、河川へ流入 させ ることである)。現時

点では甲府市 を除 く濁川流域 は笛吹川流域下水道

計画、甲府 市内は都市下水道計画 となってお り、合

併処理浄化槽 の普及 は想定 されていない。今後濁

川が河 川 として維持され るために、なん らかの流

量確保策が必要である。

また流量 については、濁川の通常の流量 はlmヲs

弱であるに もかかわ らず 洪水時には360m3/sも の

流量が見込 まれ、かつ流路 の大部分の河床勾配が

1/1,400～1/2,000と 緩やかであ るため、洪水時に

は笛吹川 か ら背水が生 じ、河床への堆積が進行 し

や すい。河床 においては、現在凌深 によるヘ ドロ

の除去が行われている。 しか し、特定場所 で一度

ヘ ドロを除去 して も、総合的な対策が講 じられな

い限 りヘ ドロの堆積 は進 む。持続的な浄化効果を

期待で きる浄化方法を濁川流域全体 を視野 に入れ

て講 じ、 同時 に堆積物の除去を効果的 に行 う必要

があ る。

一般的に 自然浄化 には滞留時間が長 く必要であ

るが、部分 的に流速が低下す るために、基礎的な

汚濁負荷が高 ければ悪臭が発生す る。 自然浄化 を

採用 する場合 には、総合 的な下水処理対策 を講 じ

た上で、 よ り高い水質の実現 を目標 とした手段 と

して設定され るべ きである。

(2)濁 川の水質浄化 ・自然再生を考える ときの留

意点の提案

前項で述 べた事項 の他 に総合 的に河川の環境 を

改善するため、以下の諸 点に留意す る必要 がある

と考える。

降雨時の雨水の集 中による地表面 か らの粉塵等

を含む濁水 の流入負荷 を抑 え、かっ河川 自流量 を

増加 させ るため、各家庭 での浸透桝の設置や緑地

の確保、市内の透水性舗装化 を進 める。

河川形態の改変によ り水生植物群落の 自然浄化

能 を維持す るためには、定期 的に河川 内に蓄積 し

たバイオマスを除去す る必要があ る。 この問題 を

解決 しな く.ては効果が持続 しないばか りか逆 に自

濁作用 を引 き起 こしかねない。住民 によるボラン

ティア活動な どを取 り込み、効率的 なメ ンテナ ン

スを軌道に乗せ る必要が ある。

(3)生 態系の果た しうる役割の 目標設定

ヨシ群落の単位面積あた りの浄化能 は、BOD:

2.3g/m'/d,COD:0.85g/m'/d,TOC:Llg/m'/d,T-

N:0.13g!mヲd、T-P:0.024g∠m21d(年 平均)と 計

算 されてお り、 これを当地域 の蓬橋 付近の水質 に

あてはめてみると、直線流路1㎞ 内に幅5mの ヨ

シ群落 を形成 した場合、有機汚濁総量の5%、 総

リンの0.5%の 浄化が見込 まれ る。汚水処理 の普及

に伴 って この汚濁総量 に占める割合 は増大す るも

の と思われ る。

さ らに ヨシの群落はバ クテ リア、底生動物 な ど

他の水生生物の住処や繁殖場所 を提供 し、河川生

態系の食物連鎖 を広 げ、 よ り豊かな水生生物群集

が成立する ことによ り、 これ らの生物 による浄化

機能を期待できるとい う2次 的な効果がある。 わ

が国 におけるこれ ら微生物や貝類、魚類 による栄

養塩の吸収や摂餌の水質改善の効果 は、琵琶湖 に

おける窒素の吸収量 として、植物体に よる吸収38

%、 付着珪藻26%、 微 生物および ヒメタニ シの摂

餌12%、 魚類 に よる摂餌16%、 脱窒8%と 除去
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効果が計算 されている。

このこ とか らも、 ヨシ以外 の生物 による除去効

果 は無視で きないものであ り、 これ らの生物 を育

む水生植物帯 の存在 は重要な役割 を持つ ことがわ

か る。

このような諸条件か ら、生態系 を利用 した当面

の河川整備の目標 として次の二つ を設定 した。

1)濁 川河川敷 内において、生物的多様性 を向上さ

せ、水質 の浄化効果を高 める。

2)自 然的要素 の復元を促 し、都市 に自然的潤いを

もた らし、流域住民が自らの手で河川環境 を守 っ

てい く意義を実感できる河川 を目指す。

今後、異なる河川形態、すなわ ち流速が早 く沈

降が少ない区間 と流速が遅 く沈降が多い区間 にお

ける河川表流水、伏流水の採水 による水質測定 と、

ヨシの成長に応 じた栄養塩 の吸収量の測定か ら、濁

川流域 におけるヨシ群落の浄化能の定量化 を試算

す る、 また並行 して、汚濁負荷の少ない河川 にお

けるヨシの浄化能の測定を行い、比較 す るこ とに

よ り水質 に規定 され る吸収量の算定 を行 う予定で

あ る。
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研究課題

紫外線が県民の健康に及ぼす影響に関する研究

研究体制

生気象学研究室,

医科大学

山梨県衛生公害研究所,山 梨

研究期間

平成9年 度～平成10年 度

研究 目的

フロンなどによるオゾン層破壊 の問題 は、1974

年 にMolhlaとRowiandに よ り初めて指摘 され、1977

年 には国連環境計画(UNEP)が オゾン層 問題 調整

委員会を発足 させた。又、1984年 に南極 のオゾン

ホールが発見 され、1987年 にはフロンな どが原因

であることが明 らかにされた。

オゾン層が破壊 され ることに伴 い、太陽紫外線

の地表到達量が増大す る。太陽紫外線が大量に照

射 され る と、人の皮膚では、 日焼 け、火傷、水泡

化 な どの急性病変のほかに、 日光角化症 、癌化な

どの慢性病変が引き起 こされ る。また、目では、光

線結膜炎、光線角膜炎などの急性病変のほかに、白

内障、ぶ どう膜黒色腫な どの慢性病変が引 き起 こ

される。

このように人体の健康 と密接 な連関 を有す る紫

外線量 について は、我が国において、札幌、つ く

ば、鹿児 島並びに那覇で継続的に観察 されてい る

が、地域住民への影響 を評価す るためには、地域

の地理的,地 勢的、気象的特徴に よる太 陽紫外線

到達量の変動 を把握する とともにその影響の現状

を正確 に解析す る必要がある。

本研究 は、平成8年7月 に山梨県衛生公害研究

所 に設置 された紫外線測定システムによる紫外線

量 の測定及び解析並びに紫外線の影響 が推定 され

る病変の本県発症例の分析について、衛生公害研

究所及び山梨医科大学 と共同 して実施 し、当該問

題 に関す る対策に資す ることを目的 とす る。

研究の成果

平成9年 度 は、主 に各種報告書 ・論文の収集及

び本県の紫外線到達量の把握 ・解析 を行 った。 そ

の概要 を以下 に述べる。



(1)研 究対象の特定

国際照明委員会 は、波長100～380㎜ の紫外線

を長波長紫外線,中 波長紫外線及び短波長 紫外線

の3つ に分 けてい る。長波長紫外線(315～380㎜)

はUV-Aと 称 され、皮膚 日焼 けの原 因 となる。 中

波長 紫外線(280～315㎜)はUV-Bと 称 され、遺

伝子障害(発 癌性)、 紅斑効果の原因 となる。短波

長紫外線(100～280㎜)はUV-Cと 称 され、通常

は地表 に到達 しない。 これ らの内、人の健康 に特

に深刻 な影 響を与え、有害紫外線 と呼ばれ ること

もあ るUV-Bに 特定 して研究 を進 めた。

(2)我 が国のオゾン全量 とUV-B量 の現状

気象庁の 「オゾン層観測報告:1997」 によれば、

継続 して観測 されてい る札幌、つ くば、鹿 児島及

び沖縄 の4地 点 のデータの内、オゾン全量にっ い

ては、札幌でやや減少の傾向がみられ るものの、他

3地 域で は経時 的変化 は認め られていない。又、

UV-B量 に関 しては4地 域 とも増加 は認められてい

ない(観 測開始時期 つ くば:1990,1.1～ その他

地点:1991.1.1～)。

しか しなが ら、同報告の中で、晴れた日の観測

結果か らは、 オゾン層が減少す るとUV-B量 が増

加す るとい う関係 が確認 されているとの指摘 もあ

り、今後 も引 き続 き注意深 くUV-Bの 監視 を続 け

ることが必要 とな る。

(3)山 梨県のUV-B量 の現状

山梨県で は、先述 した とお り、平成8年7月 か

ら、山梨県衛生公害研究所(甲 府市)に 紫外線測

定システムを設置 し、全天 日射量、UV-B量 を連続

的に測定 して いる。

図は、当該測定結果の内、UV-B量 の各 月日積算

値の平均値 を札幌、つ くば、鹿児島及 び沖縄の そ

れぞれの平均値 と比較 したものであ る。 この図か

らは、環境庁地球環境部監修 「オゾン層破壊」(平

成7年9月 発行)の 中で、1982～1992年 の全天 日

射量 と衛 星 に よるオ ゾン全量 か ら統計的 手法 に

よって推定 したUV-B日 積算値の年平均値の全国

分布図を基 に指摘 されている次の点があてはまる

ことが分か る。すなわち、1)月 別 にみる と7～8

月はUV-B量 が最 も多い。2)緯 度が低いほどUV-

B量 が多い傾向が年間を通 じて支配的である。

本県のUV-B量 は、本県よ り緯度の高いつ くば、

札幌 と緯度の低い那覇、鹿児島の中間 に位置 し、季

節的 な変化 について も全国 とほぼ同 じ傾向 を示 し

ている。従 って、本県のオゾン全量及 びUV-B量

の過去か らの推移 について も、先の(2)の 気 象

庁報告の とお り、著 しい変動がみ られなか った と

推定できる。

(4)紫 外線 による健康被害 と今後の研究予定

太陽紫外線 の影響は人種的な差異があ り、 日本

人は白人に比べて影響 を うけに くい。例 えば、太

陽紫外線 によって人の皮膚に紅斑が生ず るが、皮

膚 に紅斑 を起 こす物理 的紫外線量の基準値 は白人

よりも日本人(黄 色人種)の 方が高 い。
一方
、紫外線 は細胞のDNAに 損傷 を与えて、基

底細胞癌 と日光角化症 な ど種々の病変 も引 き起 こ

すこ とが知 られてい る。従って、紫外線 に関わ り

のある病変の発症 については、 日本での経 時的変

化 を確 かめてお く必要があ る。現在 まで、熊本大

学、慶応義塾大学、横浜市立大学及 び九州大学の

医学部皮膚科並び に富 山市立病院、平塚共済病院

の皮膚科 な どで当該問題 に関する調査が行 われて

きた。 しか し、その調査結果 は必 ず しも統 一的で

はない。

本研究所 においては、平成10年 度 に、紫外線 に

関わ りのある病変 について、本県の発症例 を過去

に遡 って調査 し、 これ ら既存 の調査結果や最新の

研究成果 を踏 まえた解析 を行 うこ とによって、健

康影響の実態の把握 につ とめ ることとす る。

aO
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図UV-B量 の各月の日積算値の平均値

甲府、札幌、つくば、鹿児島、沖縄の比較(山 梨県衛生公害研究所

1998デ ータ及び 「オゾン層観測報告1996」 平成9年3月)
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2-1-4受 託 研 究 2-2セ ミ ナ ー

富士スバルライン環境影響調査

委託元:山 梨県企画県民局政策推進室

研究担当;植物生態学研究室、環境計画学研究室

雁坂 トンネルモニタリング調査

委託元:山 梨県道路公社

研究担当:植物生態学研究室、環境計画学研究室

熱中症の免疫学、生理学的研究一動物モデルの確

立とそのメカニズム解析

委託元=環 境庁国立環境研究所

研究担当:生 気象学研究室

平成9年4月23日

藤咲 雅明(緑 地計画学研究室)

魚類の生息を重視 した河川 ・農業用水路系の整

備 手法に関す る研究

平成9年5月20日

宮崎 忠国(環 境計画学研究室)

リモー トセ ンシングによる環境モニタリング

平成9年6月16日

特定研究 「農林業 に対す る鳥獣害防止 のた めの

調査研究」中間報告

閉鎖地域における生態系保全手法の開発に関する

基礎研究一陸域の個体の環境適応に関する研究

委託元:農 林水産省森林総合研究所

研究担当:植 物生態学研究室

平成9年6月17日

池 口 仁(緑 地計画学研究室)

地理情報 システム(GIS)は 何がで きるか

平成9年7月16日

杉田 幹夫(環 境計画学研究室)

時系列NDVIデ ータのフー リエスペク トル を用

いた土地被覆分類

平成9年9月16日

特定研究 「河川 の水質浄化及び自然再生手法に

関す る研究」中間報告

平成9年9月22日

プロジ ェク ト研究 「富士山周辺 にお ける自然特

性 に関する研究」「富士五湖周辺 の自然環境変遷

史に関 す る研究」 「山梨県 の水環 境(特 に地 下

水)の 化学的特性の把握」 中間報 告

平 成9年10月2日

BojieFu,Ph.D.(ReseazchCenterofEco-Environ-

mentalScience,ChineseAcademyofSciences,

China)

Sonerosionanditscontrol血theLoessPlateauof

China

平 成9年10月6日

WalterRiedel,M.D. (Max-PlankInstituteforClini一
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calPhysiology,Germany)

Molecularbiologicalapproachoffeverstudy

平成9年10月28日

瀬子 義幸(環 境生化学研究室)

環境中の微量元素と健康

平 成9年II月10日

LarryLCrawshaw,Ph.D.(DepartmentofBiology,

PortlandStateUniversity,U.S.A.)

Thermoregulatorybehavioroffishinresponseto

910balwam血19

平成9年11月17日

プロジ ェク ト研究 「都市化 に伴 う環境変化が人

の生活 と健康に及ぼす研究 に関する研 究」中間

報 告

平 成10年2月23日

JoachimRoth,Ph.D.(DepartmentofPhysiology,

UniversityofGiesen,Germany)

Centralneuralmechanismsoffever

平成10年2月24日

藤井 宏一(筑 波大学生物科学系教授)

実験個体群を用 いた生物群集の共存機構の解明
一その環境科学的意義 につ いて一

平成10年3月16日

金子 一郎(客 員研究員 ・東京成徳大学人文学

部客員教授)

太 陽紫外線 と生態圏

平成10年3月17日

中野 隆志(植 物生態学研究室)

植物の生理生態

平成9年11月26日

柴田 知之(地 球科学研究室)

島弧下での沈 み込む海洋 プレー トとマ ン トル間

の物質移動

平成10年1月26日

プロジ ェク ト研究 「快適 な環境づ くりに必要 な

基準 についての研究」 中間報告

平成10年1月30日

臼井 信男(環 境生理学研究室)

心 を測 る一実験心理学のアプローチー

平 成10年2月9日

LenazdMilich,Ph.D.(TheOfficeofAridLands

Studies,TheUniversityofArizona,U.S.A.)

NDVI:Isitappropriatefordesertificationandfood

securitystudies?一LessonsfromthewestAfrican

Sahel一

平成10年2月16日

武 内 和彦(客 員研究 員 ・東京大学大学院農学

生命科学研究科教授)

ヨーロッパ における環境政策 について
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2-3学 会活動等

本郷 哲郎:日 本民族衛生学会評議員 ・編集委員

2-4外 部研究者等受け入れ状況

外国人研究者

池口 仁:日 本造園学会幹事 ・総務委員 ・情報

化委員、環境科学会誌査読委員

入來 正躬:国 際生気象学会副会長、国際生気象

学会誌編集長、 日本生理学会常任幹事、 日本 自

律神経学会理事、 日本基礎老化 学会理事、 日本

老年医学会理事、日本生気象学会幹事、日本 サー

モ ロジー学会理事、山梨科学アカデ ミー理事

ウ ォル ター ・リーデル(walterRiede1,M.D,)

生気 象 学研 究 室 、 ドイ ッ、 マ ックス ・プ ラン ク

臨床 生理 学 研究 所、 教授

平 成9年8月 一10月,

ヨア キム ・ロー ト(JoachimRoth,Ph.Dゆ

生気 象 学研 究室 、 ドイ ッ、ギーセ ン大 学、助 教授

平成9年12月 一平成10年6月,

宮崎 忠国:計 測 自動制御学会 リモー トセ ンシ ン 研修生

グ部会委員

永井 正則:日 本生理学会評議員、 日本 自律神経

学会評議員、 日本病態生理学会評議 員、 日本生

気象学会評議員、Neurosci㎝ceLetter誌 論文審査

員、Ne肛oscienceRes㎝ch誌 論文審査員、山梨県

針灸師会 「老年医学講座」講師

瀬子 義幸:衛 生化学(日 本薬学会)論 文審査員

柴田 政章:日 本生理学会評議員、1998人 類生物

気象学国際シンポジウム事務総長、第15回 国際

生物気象学会国際組織委員、国際生物気象学誌

人類生物気象学分野編集委員長、AmericanJoumaI

ofPhysiology誌 査読委員、BrainResearch誌 査読

委員

地球科学研究室

山梨大学大学院工学研究科博士課程、1名

信州大学大学院理学研究科修士課程、1名

信州大学理学部4年 生、1名

植物生態学研究室

静岡大学大学院理学研究科修士課程、1名

環境生理学研究室

お茶の水女子大学生活科学部4年 生、1名

杉田 幹夫:日 本 リモー トセンシング学会編集委員
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2-5助 成等

本郷 哲郎

文部省科学研究費 「発展途上国集団における必

須元素栄養と汚染元素曝露の相互関連に及ぼす

近代化の影響」

文部省科学研究費 「オセアニアをモデルとした

ヒト個体群の適応と生存に関する遺伝生態学的

研究」

池 口 仁

文部省科学研究費 「高度環境計測システムを用

いたエ コロジカル ・ネ ットワークの把握 と新た

な自然環境保全戦略の構築」

宮崎 忠国

環境庁地球環境研究総合推進費 「人工衛星デー

タ等を利用した陸域生態系の3次 元構造の計測

とその動態評価 に関する研究」

鞠子 茂

科学技術振興事業団戦略的基礎研究推進事業研

究 「環境低負荷型の社会システム」重点分野研

究 「CO、倍増時の生態系のFACE実 験 とモデリ

ング」

永井 正則

長崎大学熱帯医学研究所共同研究 「暑熱順化の

形成過程における発汗機能解析」

文部省科学研究費 「次世代医用生体工学のため

の生体内における熱 ・物質 ・電磁波の輸送 ・伝

播に関する研究」

杉田 幹夫

環境庁地球環境研究総合推進費 「人工衛星デー

タ等を利用した陸域生態系の3次 元構造の計測

とその動態評価に関する研究」

2-6研 究成 果発表

2-6-1誌 上 発 表 リス ト

藤 白隆司,輿 水達 司,柴 正博,小 坂共栄(1997)

関東山地北西縁部,「駒込帯」およびその北側 に分

布する中新統の地質年代.地 球科学,51,158-163.

橋本真明,柴 田政章(1997)冬 眠動物 の体温調節

制御=褐 色脂肪組織 による熱産生の中枢制御機構

臨床体温,15,ll-17.

Hashimoto,M.,Arita,J.,andShibata,M.(1998)

Electricalstimulationtothelowermidbrainazoundthe

retrorubral丘e1ddecreasestemperaturesofbrown伽

andrectuminanesthetizedWistazrats.Neuroscience

Letters,246,129-132.

Hongo,T,Ohtsuka,凡,Nakazawa,M。,Inaoka,工,and

Suzuki,T.(1997)Nutritionalstatusoftraceelementsin

traditionalpopulationsinhabitingtropicallowland,

PapuaNewGuinea.InFischer,P.W.F.,L'Abbe,M.R.,

Cockell,K.A.,andGibson,R.S.(eds.)TraceElements

inManandAnimals-9:ProceedingsoftheNinth

InternationalSymposiumonTraceElementsinManand

Animals,NRCReseazchPress,Ottawa,pp.120-122,

㎞d,H.,Kashiw刎d,H.,1ゼver馬 」.0り1為kemoto,T,

Moji,K.,Kim,S-W.,Kabuto,M.,Hongo,T.,and

S幽,工(1997)Seleni㎜ 血 　akes槍 加sin飢Ande㎝

highlandpopulation.NutritionReseazch,17,599-602.

入來正躬(1997)図 説;老 化 の基礎,1総 説.中

澤三郎,福 井博(編)老 年消化器病 の現況 と将来.

医学図書出版,東 京,pp.13-17.

入來正躬(1997)環 境変化 に よる伝染病 の変遷,

環境情報科学,26,6-12.

入來 正躬(1997)交 感神 経 型地 域性 反応,自 律 神経,

34,1-13.

入來正躬(1997)体 温調節のメカニズム.救 急医学,
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21,995-1001.

Ishida,A.,Nakano,T.,Matsumoto,Y.Uemura,A.,

Maruyama,Y.,andAng,L.H.(1997)Leafgasexchange

andchlorophyllfluorescenceinthreetropicalspecies

withcontrstinglightrequirements.ReseazchReportof

止e㎜ …MJo血tRese霞chPr句ect,F㎜ 血

Malaysia.pp.17-34.

厳 島行雄,内 藤佳津雄,臼 井信男,岡 部康成,小 泉昌

司,横 田正夫,原 富夫(1997)精 神分裂病 患者の顔認

識 の反復 プライ ミング.電 子情報通信学会論文誌,

J80-A,1285-1292.

Iwatsuld,M.,Kyotani,T.,andKoshimizu,S.(1997)A

simpleprepazarionmethodofthin-layerstandazd

sampleswithactivatedcazbonforthemufti-element

determinationofairborneparticulatematterbyX-ray

spectrometry.AnalyticalSciences,13,807-813.

Kitahaza,M.(1997)Annualspeciesappeazancepatterns

㎞aloc田bu翻yco㎜ ㎜i呼du血ge肛ly理ow血9

seasons.JapaneseJournalofEnvironmentalEntomol-

ogyandZoology,8,178-191.

ら

三谷雅純,池 口仁(1997)ニ ホンザル個体群間の遺伝

的交流 に及 ぼす河川植生の影響=兵 庫県 の例 か ら

の演繹,人 と自然,8,63-8L

三谷雅 純,池 口仁(1997)兵 庫 県 の潜在 自然植生 とニ

ホ ンザ ル生 息 地 の潜在 自然 分布.霊 長類 研 究,13,

1-18.

宮崎忠国(1997)環 境情報 とGIS:国 立環境研究所

地球環境研究セ ンターの活動 情報地質,8,127-135.

Miyazaki,T.,Tokumura,K.,andSugita,M.(1997)

Coralreefmonito血gbytheco皿paetakbome

spectrographicimager(casi).ProceedingsofSPIE,

EarthSurfaceRemoteSensing,3222,419-425.

Nagai,M.(1997)Peripheralregulationofbrown

adipocytefunctions.InNielsen-JohannsenandNielsen,

R.(eds.)ThermalPhysilogy.TheAugustI{rogh

InstitutePublisher,Copenhagen,pp.369-372.

中室克彦,中 西勝仁,奥 野智史,長 谷川達也,佐 谷戸

安好(1997)セ レン化合物の経 口投与におけ るメチ

ル化代謝の比較.衛 生化学,43,182-189.

Kitahara,M.andFujii,K.(1997)Anisland

biogeographicalapproachtotheanalysisofbutterfly

co㎜ 蜘pa廿ems血newlydesi即edp肛ks,Re-

seazchesonPopulationEcology,39,23-35.

Kobayashi,K.,Nakamura,E.,Shibata,T.,and

Makishima,A.(1997)Sr,NdandPbisotopesystematics

ofAkagiVolcano,northeastJapan:implicationsfor

interactionbetweenislandazcmagmaandlowercrust.

ProceedingsoftheJapanAcademy,73(Ser.B),69-73.

輿水達 司,阿部芳郎,戸 村健児(1997)遺 跡出土黒曜

石の被熱痕跡 とその背景:石 器製作作業 の復 元の

ための理化学 的研究.考 古学ジャーナル,420,32-35.

輿 水達 司,酒 井 陽一,戸 村健児,大 下 一政(1998)地 球

環境 変化 の健康へ の影響:地 球 科学 よ り.地 球環 境,

z,ios-iti.

中室克彦,奥 野 智史,長 谷川 達也,佐 谷 戸安好(1997)

活 性 酸 素 に 対 す る セ レ ン化 合 物 の 消 去 作 用.

BiomedicalReseazchonTraceElements,S,265-266.

中野隆志(1997)野 外におけるハイマツの光合成速

度 と気孔 コンダクタンスの日変化.科 学技術庁特別

研究員研究報告書,pp.1-21.

中野隆志(1998)小 笠原諸島父島の乾性低木林 を構

成 する主要樹 種アカテ ツおよびテ リハハマボ ウの

微環境 の特性 に関する研究.平 成9年 度未来創造型

基礎研 究委託事業実施報告書(研 究代表者:野 原

精一),研 究課題 「亜熱帯域島喚の生態系保全手法

の開発に関す る基礎研究」,サブテーマ 「陸域 の個

体 の環境適応 に関する研究」,pp.1-80.

西岡秀三,原 島省,功 刀正行,原 田茂樹,宮 崎忠国

(1997)サ ンゴ礁変質のモニ タリング手法の開発 に
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関す る研究:水 中画像 アーカイビングに よるサ ン

ゴ礁変質のモニタ リング.環境庁地球環境研究総合

推進費終了研究報告書 「サ ンゴ礁生態系の維持機

構の解明 とその保全に関する研究」,pp.111-12L

小 笠原 輝(1997)霞 ヶ浦の開発 と漁 法の変 化.民 具 マ

ンス リ「30,13-24.

奥野 智史,長 谷 川達 也,佐 谷戸 安好,中 室 克彦(1997)

市販 健 康食 品 中の セ レン含 有量 な らび に その存在

形 態 に つ い て.Biomedica1ResearchonTrace

Elements,8,267-268.

Rao,A.S.andMiyazaki,T.(1997)Climaticchanges

andothercausativef吾ctorsinnuenci皿gdeserd且cationin

Osian(Jodhpur)regionof血eIndianaridzone.Journal

ofAridLandStudies,7,1-11.

成:そ の 意 義 と問 題 点.Jou皿alofToxi。ologica1Sci-

ences,22,2734

Seko,Y.andlmura,N.(1997)Activeoxygengeneration

asapossiblemechanismofseleniumtoxicity.Medical

andEnvironmentalSciences,10,333-339.

柴田政 章(1997)視 索 前野 温度 感 受性 ニ ュー ロンの

機 能 的意義.自 律 神 経誌,34,246-246.

Shibata,M.(1997)Thelowermidbraintonically

inhibitsmetabolicheatproductioninanesthetizedrats.

AnnalsoftheNewYorkAcademyofSciences,813,

127-132.

Shibata,M.(1998)Hyperthermiainbrainhemorrhage.

MedicalHypotheses,50,185-190.

Sakai,Y.,Ohshita,K.,Koshimizu,S.,andTomura,K.

(1997)Chemicals加dyof虻acevanadi㎜inwaterby

preconcentrationalneutronactivationanalysis.Journal

ofRadioanalyticalandNuclearChemishy,216,

203-212.

Sakai,Y.,Tomura,K.,Ohshita,K.,andKoshimizu,S.

(1997)Determinationoftracecopperinwatersamples

byneutronactivationanalysisusingpreconcentrationon

activatedcazbonpowder.JournalofRadioanalytical

NucleazChemistry,230,261-263.

佐谷 戸安 好,中 室 克彦,長 谷川達 也(1997)セ レノシ

ス チ ンの メチル 化代 謝 と毒性 発 現機 構 薬 学 雑誌,

117,665-672.

関 川清 広,鞠 子 茂,木 村允(1997)コ モ チマ ンネ ング

サ(5θ4〃 ㎜b〃b漉r〃 配Ma㎞10)の 個体成 長 に及 ぼす

光 強度 の影 響.玉 川 大学農 学部研 究 報告,37,31-38.

関 川 清 広,鞠 子 茂(1997)コ モ チ マ ン ネ ン グ サ

(5θぬ 〃わ励 静r蹴Ma㎞lo)の むか ご生産 に及 ぼす

光強度 の影 響 玉川 大学農 学部研 究報 告,37,39-48.

Shibata,T.andNakamura,E.(1997)Across-arc

variationsofisotopeandtraceelementcompositions

fromQuaternarybasalticvolcanicrocksinnortheastern

7apan:implicationsforinteractionbetweensubducted

oceanicslabandmantlewedge.JournalofGeophysical

Research,102,8051-8064.

Tsunekawa,A.,Kar,A.,Yanai,J.,Tanaka,U.,and

MiyazakiT.(1997)Influeuceofcontinuouscultivation

on血esoilpropertiesa丘bctillgcroPProducdvity血the

ThazDesert,India.JournalofAridEnvironments,36,

367-384.

梅崎 昌裕,本 郷哲郎,中 澤港(1998)発 展途上国集団

における必須元素栄養 と汚染元素曝露の相 互関連

に及ぼす近代化の影響 文部省科学研究費補助金研

究成果報告書,pp。1-77.

和 田 万 紀,永 井 正 則(1997)香 り と 自 律 機 能.

Aromatopia,6,31-33.

和田万紀,永 井正則,長 谷部ヤエ(1997)香 りと自律

機能.生 理心理学 と精神生理学」5,96.

瀬 子 義 幸(1997)セ レ ン化 合 物 に よ る 活 性 酸 素 生Zi・Cheng,P,Wei-Dong,S.,YUn-Lan,H.,Koshimizu ,
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S.,Tomura,K.,Suzuld,M.,Tin-Yu,J.,andWen,C

(1997)hvestigadonof廿aceelements血G㎜ 郡i

ancientpotterybyINAA.NucleazScienceand

Technology,8,33-37.

2-6-2口 頭発 表 リス ト

藤咲雅明,水 谷正一,後 藤章,菊 池俊次,神 宮字

寛,中 島香子,畠 山欣也,加 藤潤,渡 辺俊介(1997)

魚類の生息 を重視 した河川 ・農業用水路系の整備

手法 に関す る研究 平成9年 度農業土木学会大会

講演会,藤 沢.

福田吉治,稲 岡司,大 塚柳太郎,本 郷哲郎,川 端

眞人(1997)パ プアニ ューギニア島喚部 における

ウイルス感染率に関する調査研究.第62回 日本民

族衛生学会総会,前 橋.

長谷川達也(1997)セ レノシスチンの代謝 と毒性

発現機構,第16回 チ ョー クトーク(生 体 と金属 に

関す る研究会),岐 阜.

長谷川達也,瀬 子義幸,奥 野智史,佐 谷戸安好,中

室克彦(1998)メ チオニンアデノシル トランスフェ

ラーゼ活性 に対す る各種セレン化合物の影響.日

本薬学会第118年 会,京 都.

橋本真明,柴 田政章,有 田順(1997)無 麻酔ハム

スターにお ける褐色脂肪組織代謝の緊張性抑制機

構の検討.第74回 日本生理学会大会,浜 松,

橋本真明,柴 田政章,有 田順(1998)ハ ムスター

の脳幹にあるエネルギー代謝の制御機構 と冬眠へ

の関与.第75回 日本生理学会大会,金 沢.

本郷哲郎,梅 崎昌裕,山 内太郎,夏 原和美,大 塚

柳太郎,稲 岡司,永 野恵(1997)パ プァニ ュー ギ

ニアの都市居住者 における貧血お よび鉄の栄養状

態.第62回 日本民族衛生学会総会,前 橋

市川 和洋,鄭 然 孫,内 海英雄,瀬 子 義 幸,井 村伸

正(1997)遺 伝子 導 入 細胞 ・動 物 を用 いた2,4,6・

Tdchlorophenolの 毒性発 現 にお けるレ ドックス反 応

の研 究.第3回 エ コ トキシ コロジ ー研 究 会 ・バ イ

オ ァ ッセ イ研究 会 合 同研 究発表 会,東 京,

池 口仁(1997)ネ ットワーク と教育.日 本造園学

会平成9年 度大会全国大会展示会 「情報化 ・コミュ
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ニ ケ ー シ ョン ・ラ ン ドス ケ ー プ 」,藤 沢 系の解明を目指 して),つ くば

池口仁(1997)ネ ッ トワーク上の学会活動.日 本

造園学会平成9年 度大会分科会 「ラン ドスケープ

と情報 処理」,藤 沢.

池 口仁(1998)日 本 人 ともり.平 成9年 度山梨県

自然保護研修会,甲 府.

今木洋大(1997)山 梨県丹波山村にお けるニホン

ザルの生息および被害状況.中 山間総合整備事業

「丹波山」 に関す る地元説明会,丹 波山.

今木洋大(1997)ニ ホンザルの保護管理 とその考

え方.山 梨県森林総合研究所研修会,増 穂

稲岡司,永 野恵,大 塚柳太郎,本 郷哲郎,中 澤港,

河辺俊雄,秋 道智弥,須 田一弘,口 蔵幸雄,兜 真

徳,鈴 木継美(1997)パ プァニューギニァ諸集団

の尿中UN・Cr・Na・K排 泄量の栄養生態学.第

62回 日本民族衛生学会総会,前 橋.

入來正躬(1997)温 熱生理学に関する研究(山 梨

科学 アカデ ミー賞受賞講演).山 梨科学 アカデ ミー

平成9年 度総会,甲 府,

入來正躬(1997)地 球温暖化 と健康につ いて.工

事技術連絡会議資源環境連合部会,第3回 関東 ・

甲信越 ・静地方部会,甲 府.

入來正躬,沼 田真,中 村正久,大 井玄,石 川明彦

(1997)自 治体における環境研究 のあ り方:地 域環

境研究の新たな展開.地 域環境研究 自治体 シンポ

ジウム,富 士吉田.

Kibe,T.,Nakadai,T.,Maziko,S.,Tang,Y.,and

Koizumi,H.(1997)Portablemulti-channelsystemfor

measuringCO,flux.XXthNIPRSymposiumonPolan

Biology,Tokyo.

木部剛,中 台利枝,鞠 子茂,唐 艶鴻,小 泉博(1998)

小型多チ ャンネルCO、 フラックス測定 システムの

開発 第45回 日本生態学会大会,京 都.

北原正彦(1997)地 域チ ョウ類群集の構成種間に

見 られる分布 と生息密度の間 の正 の関係.日 本環

境動物昆虫学会第9回 年次大会,名 古屋.

北原正彦(1997)簡 易マーキングか ら示唆された

ヒメギフチ ョウの生態 と保全(予 報).野 生生物保

護学会第3回 大会,静 岡.

北原正彦(1997)地 域チ ョウ群集 の多化種 と寡化

種の間に見 られる生態的特性 の違い.日 本鱗翅学

会第44回 大会,東 広島.

北原正彦(1998)チ ョウ類群集 の種間の分布一密度

関係に及ぼす化性の効果.第45回 日本生態学会大

会,京 都.

Koganezawa,M.andImaki,H.(1998)Effectsoffood

sourceonJapanesemonkeyhomerangesizeand

location,andtroopcomposition.InuyamaSymposium"

RecentsTrendsinPrimateSocioecology",Inuyama.

輿水達司(1997)富 士 山麓の地質 と水環境の成 り

立ち.平 成9年 度山梨大学公開講座,富 士吉田.

入來正躬,梅 原猛,近 藤次郎,大 村智(1997)新

しい文 明の創造 に向けて:"地 球環境時代"を 迎え

て.や まな し環境 フォーラム,甲 府.

石 田厚,中 野隆志,松 本陽介,丸 山温,AngLaiHoe

(1998)異 なった光要求性 を持つ熱帯樹種の葉のガ

ス交換 とクロロフィル蛍光特性.1997年 度地球環

境研究総合推進費分野別研究発表会(熱 帯林生態

輿水達司,酒 井陽一,戸 村健児,大 下一政,三 井

潔(1997)富 士川水系および相模川水系 における

バ ナジウムの循環.第34回 理工学における同位元

素研究発表会,東 京.

輿水達司,京 谷智裕,岩 附正明(1998)ICP-MSに

よる富士川及び相模川水系河川水中の微量元素.日
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2-7行 政支援等

藤咲 雅明:一 級河川相川河川再生事業検討会委

員

池口 仁:山 梨県農業農村整備環境対策指針策

定にあたっての専門委員

今木 洋大:山 梨県鳥獣害防止技術検討会構成員

北原 正彦:山梨県立博物館基本構想検討委員、山

梨県環境資源調査検討委員

輿水 達司:山 梨県環境資源調査検討委員

鞠子 茂:山 梨県環境資源調査検討委員、山梨

県森林生態系モニタリング調査事業検討協議会

委員

宮崎 忠国:山 梨県科学技術振興会議ワーキング

グループ構成員、山梨県森林生態系モニタリン

グ調査事業検討協議会委員

小笠原 輝:産 学官ゼロ ・エミッション推進研究

会委員
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3環 境教育

3-1環 境教育 の実施 ・支援事業実施状況

県民一人 ひ とりの環境 に配慮 したライフス タイ

ルの確立や、地域 における環境保全活動 を支援 す

るため、子 どもか ら大人 まで県民誰 もが気軽 に参

加 できる環境教室や各種事業 を実施 した。

3-1-1環 境 学 習室

「環境 学習室」 を自由 に訪 れ、個別 に学習 して

いった個 人 ・家族 ・自由見学団体等の状況 を表1

に示す。

表1環 境学習室利用者数

3-1-2学 習 プ ログ ラム 「環 境 教 室 」

来所す る学校や各種団体を対象 として、生態観

察園等を利用 して自然環境 を考 えさせ るほか、水 ・

大気 ・森林等、 日常生活が原因 となっている地球

規模 の環境問題 につ いて環境学習室 ・研修室 を利

用 し、地球規模で考え、身の回 りの ことか ら実践

してい くこ との大切 さを学習させ る教育 プログラ

ムを実施 した。

平成9年 度の受講状況 を表2～4に 示す。

表2校 種別受講数

種 別 校 数 人 数

小 学 校 46 3,352

中 学 校 6 331

高 等 学 校 3 120

養 護 学 校 2 39

そ の 他 38 1,425

合 計 95 5,267

表3校 種別時間設定

時間 1 L5 z xs 3 3.5 計

小学校 z 11 19 12 z 0 46

中学校 0 3 1 2 0 0 6

高 等
学 校

0 1 0 2 0 0 3

養 護
学 校

z a 0 0 a a z

そ の他 4 8 17 fi 2 1 38

合 計 8 23 37 zz 4 旦 95

表4月 別受講者数

月 人数 団体数

5月 939 12

6月 737 12

7月 461 10

8月 400 11

9月 且71 5

10月 2,120 31

11月 158 4

12月 a 0

1月 0 0

2月 104 1

3月 177 9

合計 5,267 95
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3-1-3環 境 講 座

こども環境講座

身の回 りの環境 を題材 として、環境の調査等、現

状の把握や環境理解の方法を学習させ るため、わ

か りやすい実験 ・実習 ・実地見学 を取 り入れた小

中学生対象 の連続講座 を実施 した。受講者数 と内

容 を以下 に示す。

第1期 「水 の旅」(受講者数27名)

平成9年6/8,6114,7!6,7/25

大気 ・森林 ・河川 の水 に対す る働 きと人間の活

動 が水 に与 える影響 について知 らせ、生活の改善

を行 う必要 を意識 させ、改善方法にっ いて基本的

知識 を与 える。

第2期 「ゴ ミ問題 」(受 講者 数32名)

平 成9年9/27,10/5,10/25,11/20

生 活 の中 で生 じ るゴ ミ。 ゴ ミにな る過程 や ゴ ミ

の 現 状 につ いて 改善 を行 う必 要 を意 識 させ 、 改 善

方 法 につ いて基礎 的知 識 を与 え る。

第3期 「自然 とのふれあい」(受 講者数24名)

平成10年1/18,2/8,2/28

生 き物 とのふれあい方など 「自然 と人 との共生」

を どの ようにはかればよいのか、 どんな方法があ

るのか について学ぶ とともに、 自然に触れ るため

に積極的に行動する姿勢 を育てる。

山梨環境科学講座

自然の仕組みや環境問題を考えさせることを目

as

的に、科学的なデータや知見、研究所 の研究成果

な どを取 り入れ、わか りやすい内容で構成 した県

民対象 の講座 を開催 した。

第1回(受 講者数24名)平 成9年1119

「富士山の植生」

講 師 増沢武弘(静 岡大学教授)

「温暖化が緑 に与 える影響」

講師 鞠子 茂(本 研究所研究則

第2回(受 講者数39名)平 成9年12/7

「化学か ら見た地球の姿」

講 師 戸村健児(立 教大学原子力研究所名誉教授)

「山梨県周辺の水 の特性」

講師 輿水達司 体研究所主任研究員)

3-1-4環 境観 察

身近な環境調査(参 加校数45校 〉

児童 ・生徒の環境への興味 ・関心 を高め るため、

県内各地での タンポポやホタルな ど身近な生物の

分布調査 な ど、児童 ・生徒 による身近 な環境調査

を継続 して実施 している。

調査結果は身近な生 き物マップなどにま とめ、広

報紙やインターネ ッ ト等を通 じて広 く県民 に提供

した。

地域環 境観察

地域 の自然や環境を新 たな視点か ら捉え ること

によ り、地域環境 への興味 ・関心を高め ることを

目的に環境観察会を実施 した。実施状況 と内容を

以下 に示す。

第1回 「富士 山の剣丸尾の秋」(参 加者数50名)

平成9年10/12

研究所周辺の秋 の草花 ・果実 ・キ ノコ ・小動物

や溶岩樹型の観察 を通 して、富士山の成 り立 ちや

自然にっいて学ばせ る。

第2回 「河 口湖 の魚 と水鳥」(平 成10年1/24に 計

画 したが降雪のため中止)

河口湖畔を歩 きながら、地引 き網による魚類調

査の見学、飛来す る水鳥等 の観察 を通 して、富士



五湖の 自然 と人 との関わ りにっいて考 えさせ る。

3-1-5イ ベ ン ト

企画展示

専門家 の写真 ・絵画等の鑑賞を通 じ、 自然 の美

しさや環境の大切 さを伝えるために、 ホールおよ

び研修室 において展示や映画会 を開催 した。主な

ものを以下に示す。

「ネイ チ ャー フォ ト ・ギャ ラ リー」

平成9年5/1～5131

山梨 の 自然写 真

(環境 フェステ ィバル事 業=県 環境活 動推 進課 主

催)

「や まな し地球環境映像祭Partl」

平成9年4/30,5月 の土 日祝 日

アースビジ ョン組織委員会主催地球環境映画祭

より優秀作品を上映 テーマ 「ヒ トをと りま く

自然」

(協力:ア ースビジ ョン組織委員会)

「や まな し地球環境映像祭Part2」

平成9年8Z2～8/10

アースビジ ョン組織委員会主催地球環境映画祭

よ り優秀作品 を上映 テーマ 「自然 とヒ トとの

共生」

(協力=ア ースビジ ョン組織委員会)

「山梨 グリー ンギャラリー」

平成9年812～8/10

公募 によるエ コ俳句 ・環境写真 ・自然環境 に対

する提言展

(環境 フェア事業 二県環境活動推進課主催)

ボ タニ カル ・アー ト 「花 の世界 」展

平成9年9/27～10119

細 密植物 画 に よる絵 画展

(協 力:ボ タニ カル ・アー トの会 、花暦 の会)

富士山写真 「富嶽一芙蓉」展

平成9年10/25～11123

様々な場所 ・季節に撮影 された富士山の写真展

(協力:大 森 大一)

3-1-6支 援

実践活動支援

(利用者数9団 体 内スタッフ派遣7件574名)

各種 団体の環境保全活動な ど、県民 の主体的な

環境学習及び環境保全活動の展開を推進するため、

「指導者 の紹介 ・派遣」「施設の提供1「 資料の提供」

「教材の貸 し出 し」 など、必要な支援を行 った。

エコロジー相談(利 用者39名)

環境学習や環境保全活動 の円滑 な実施を支援す

るため、実施 上の障害や疑 問な どにつ いて相談 に

応 じた。

3-2指 導者 の育 成 ・支援事業

県民の 自主 的な環境保全活動 を推進 してい くた

めには、活動 の中心 となる指導者 の存在が極 めて

重要 となる。 こうしたこ とを踏 まえ、環境問題 に

関す る知識 と実践能 力を兼 ね備 えた人材を育成す

るための事業 を実施す る。

実践活動指導者育成(参 加数39団 体1,196名)

学校 および地域における環境学 習及 び環境保全

活動を推進す るため、県教 育委員会 の研修会の一

部 として、 また教育協議会 の実地研修 として環境

教室や教育事業の紹介 を兼 ねなが らワークシ ョッ

プ的な研修会 を開催 した。

さらに地域 の農業委員や衛生委員、保健担当者

な どの研修 として実施 した。

3-3調 査 ・研 究事業

環境教育は扱 う内容の幅が広 く、 しかも、 こど

もか ら大人 までそれぞれの発達段 階 に応 じてその

手法が異 なる。 さらに、県民一人ひ とりの主体的

な環境保全活動への動機 付け となることが重要で

ある。 こうした ことを踏 まえ、効果 的な環境教育
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の手法等 についての調査 ・研究 を行 う。

環境教育に関する情報収集

環境教育の手法やプログラム、環境教 育教材 に

ついての調査 ・研究 を行った。主 なものを以下に

示す。

環境教育学会全 国大会(横 浜)出 席

平成9年5/24,5/25

千葉県立中央博物館視察

平成10年3/12

環境学習教材の作成 と実証

県民が興味 ・関心 を持って活用 で きるわか りや

すい資料 を収集 し、わか りやすい環境教育 プログ

ラムを作成 した。

また、来所団体等に対 して実施 し、実践的な検

証 を行 っている。

3-4情 報提供事業

県民の自主的な実践活動に役立っ幅広 い情報 を

収集 し、広報紙 ・インターネ ッ ト等様々なメディ

アを使 って提供 した。

ニ ューズレター

本研究所ニ ューズ レターに環境教育部門のペー

ジを作成 し、各種事業の概要 と成果 を紹介 した。

インターネッ ト

環境教育部門に関する情報提供 としてインター

ネ ッ ト上にWWWペ ージを作成 し、各種事業 の概要

と成果を紹介 してい る。

3-5出 張講義

児童 ・生徒の理科離れの傾向がみ られ る中で、科

学 に対す る興 味を喚起す るとともに、環境 問題へ

の関心を高めてもらうため、研究員18名 を県内高

等学校 に派遣 し、最先端の研究内容 を交えなが ら

環境 問題 についてわか りやす く講義す る 「高校生

のた めの出張講座」を平成9年10月 か ら開始 した。
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実施状況

平成9年12月18日

須玉商業高校
「山梨の 自然の変化 ～私たちが今できること～」

宮崎 忠国(環 境計画学研究室)

平成9年12月19日

日川高校
「地球における水 の役割」

輿水 達 司(地 球科学研究室)

平成9年12月22日

巨摩高校
「環境中の化学物質(特 に微量元素)と 健康」

瀬子 義幸(環 境生化学研究室)

平成10年1月22日

石和高校

「なぜ、今、地球環境問題 か ～身近な生活環 境を

考える～」

本郷 哲郎(人 類生態学研究室)

平成10年2月10日

身延高校
「水質汚濁 と水道水の安全性」

長谷川 達也(環 境生化学研究室)

平成10年3月11日

第一商業高校

「地球温暖化 と植物」

中野 隆志(植 物生態学研究室)

平成10年3月17日

吉田商業高校
「脳 ・こころ ・環境」

永井 正則(環 境生理学研究室)

平成10年3月19日

機山工業高校
「環境汚染と飲料水の安全性」

長谷川 達也(環 境生化学研究室)



4環 境情報

4-1資 料所蔵 状況

一 般 書
4,639冊

和 書
児 童 書 633冊

図 書
富士山関係 88冊

小 計 5,360冊

洋 書 274冊

合 計 5,634冊

ビ デ オ 180点
視 聴 覚

資 料
CD-ROM 5点

合 計 185点

一 般 雑 誌 31タ イトル

学 術 雑誌 40タ イトル

和 雑 誌 紀 要 27タ イトル
逐 次

刊 行 物
行 政 資料 109タ イトル

小 計 207タ イトル

洋 雑 誌 91タ イトル

合 計 298タ イトル

4-2利 用状況

開館日数 322日

入館者数 24,918人

図 書

貸 出

人数 919人

冊数 2,788冊

ビ デ オ

利 用

人数 1,018人

本数 556本

レフ ァ レンス

(醐 査 相 談)
478人

貸

出

件数 38件

相互貸借
冊数 84冊

借

受

件数 20件

冊数 125冊

曜日別入館者数

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

2,089人

3,094人

3,483人

3,270人

3,388人

3,882人

5,712人

開所時か ら、山梨県図書館情報 ネ ッ トワークシ

ステムに加盟。 県下の公共図書館で所蔵 している

図書のデータを1か 所 に集積す る 「総合 目録デー

タベース」 に研究所の図書のデー タを提供、相互

貸借 を行 なっている。直接来所で きない利用者 に

も、最寄 りの図書館 を通 して情報の提供、図書の

貸 出を行なっている。

平成9年9月 か らは 「や まな しまなびネ ッ ト」の

稼動に より 「総合 目録デー タベース」が図書館 情

報 として組み込 まれ、イ ンターネ ッ ト経由で一般

県民にも当研究所の図書情報が提供可能 となった。

4・3ネ ッ トワ ー ク

平 成9年 度の事業 として、研 究所 内の イーサネ ッ

トを利 用 目的 に応 じて 二分 す る工 事 を行 った。 次

頁 の 図 に研 究 所 ネ ッ トワー クの構成 を示 す。研 究

所 の ネ ッ トワー ク は、 本 館LANと イ ンター ネ ッ

ト ・セ グメ ン ト(LS.)と に大 き く分 か れ、 その間

は ファイァー ウ ォール(FW)に よって選 択 的 に分

離 ・接続 されて い る。 本館LANは 、環 境情 報 デ ー

タベ ース ・サ ー バ、 学術 情報 検 索用 端末 、 情報 閲

覧用 端 末、 総務 部 門 の端 末 な どか ら構 成 され る。

1.S.に は、本館 に電 子 メイルサ ーバ、DNSサ ーバ、

HTTPサ ーバ な どが 置か れ、2つ の棟 の間 に敷設 さ

れ た光 ケ ー ブル を介 して研究 棟 の端 末が 接続 され

て い る。研 究 所 の1.S.を 専 用 回線(192kbps)で 県

庁1.S.に 結 び、県庁LS.か ら専用 回線(256kbps)経

由 で 民 間 の イ ン タ ー ネ ッ トサ ー ビス プ ロバ イ ダ

(lnfbWeb)と 接 続 して お り、 電 子 メ イ ル の 送 受

信 、WWW(WbrldWdeWeb)閲 覧 を は じ め、

種 々の イ ンター ネ ッ ト ・サ ー ビスが 利用 可 能 で あ

る。
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インターネット

本館LS.

県 庁1.S.

専 用 回 線

(256KbDa) 専 用 回 組

(192Kbps)

FW 県庁LAN

公衆回線

(ISDNMkb閃)本 館LAN

ルー タ ル ー タ

m3i[,DNS,HTTPサ ー バ

=
㎜ 即 スイツチング

㎜

スイッチング

㎜

情綴 閲覧用W㎞ 照PC

環境情 報

デー タペースサー バ

Wi舶ow5卜 町 サ ーバ

Nc1W鵬 サ ーバ

学術情轄検 索 ・

図書管理用端 末

:
●

光ケ ーブル 総務部門

情 報 セン ター

教育 ス タ ッフ室

WindowsPC

:

W㎞b騨5PC

:

M麗 ㎞塾06hMa艦inロ 自sh

3

=

M㏄inめ5h

WidowsPC

=

=

Window5PC

ス イ ッチ ング

HUB

:
3

Windo蝿PC

3
3

EIVS

3
3

各研究室 各実験室

研究棟

図 研究所ネットワークの構成

4-4イ ンターネッ トによ る情 報提供 作成 し、リン ク して い く予 定 であ る。

平成9年4月 よ り、研 究所 のネ ッ トワー クを利用

し、研 究所 内にHTrpサ ー バ を設 置 し、www情 報

提供 サ ー ビス を開始 した。ホー ムペ ー ジはURLで

h⑫ 二〃wwwヴies4⊃refyamanashijp/index,htmlで あ る。

サ ー ビスの 内容 は、年度 当初 にお いて は、最 小限 の

組 織紹 介 、研 究所案 内図等のペ ー ジ を提供 す るに と

どま ったが、環境教育部 門で は、イベ ン ト案 内 な ど、

頻 繁 に更 新す る必要 が あ り、現 在 は独 自編 集 ペ ージ

を研 究所 ホームペ ージか ら リン ク して い る。今後 、

情 報 サー ビスの必 要 な部 門か ら独 自編 集 ペ ー ジを

4-5環 境情報提供システム

山梨の環境 に関する情報の コンピュー タによる

提供

(1)自 然環境(自 然環境特性、大気 ・水質、地形 、

気候、土地分類、動物、植物)

(2)自 然公 園・自然環境保全地 区(自 然公園、 自然

保護地 区、景観保存地 区等)

(3)自 然遺産(天 然記念物、 自然記念物)
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(4)景 観(景 観形成地域、景観形成住民協定締結地

域)

(5)身 近 な環境調査(自 然度調査、季節 の訪れ調査)

(6)環 境科学研究所 の概要

4-6出 版 物

研究所パ ンフレッ ト(和 文)

研究所パ ンフレッ ト(英 文)

リー フレッ ト

環境科学研究所要覧

ニューズレター(第1号 ～第3号)
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5交 流

5-1公 開 セ ミ ナー ・シ ンポ ジ ウム

地域環境研究自治体 シンポジウム
「自治体における環境研究 のあ り方 一地域環 境研

究の新たな展開一」

平成9年9月18日 ～19日

基調講演

「地域環境研究の新たな展開 一自然保護の思想

一 」

講演者

沼田 眞(千 葉県立中央博物館長)

パネルディスカッション

「自治体における環境研究の動向と今後の展開」

パネリスト

石川明彦(環 境庁環境研究技術課長)

大井 玄(環 境庁国立環境研究所副所長)

中村正久(滋 賀県琵琶湖研究所長)

コーディネーター

入來正躬(山 梨県環境科学研究所長)

関東甲信越 ニホンザル フォーラム

平成9年10月4日 ～5日

主催=ニ ホンザル保護管理のためのワーキンググ

ルー プ

後援:環 境 事業団地球環境基金

環境科学研 究所公開セ ミナー

「地球環境 と私たちの暮 らし」

平成9年10月20日

「生命 ・暮 ら し ・生態系」

鈴木継美 客員研究員

「オゾン ・太陽紫外線 ・健康」

金子一郎 客員研究員

『アジアの森 と日本の森」

武内和彦 客員研究員

5-2来 所者数

月別来所者数
4月

5月5,521

6月2,924

7月3,142

8月7,909

9月3,665

10月5,432

11月3,553

12月899

1月211

2月617

3月1,119

A計34
,992

※ 環境学習室及び環境情報センター利用者を含む

(参考)

平成9年7月7日 石井道子環境庁長官

平成9年10月17日 常陸宮同妃両殿下

5且
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